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https://www.city.sendai.jp/

https://www.facebook.com/
sendaipr/

仙台市ホームページ

仙台市広報課 Facebook

つつみのおひなっこや（青葉区堤町）

「堤人形のおひなさま」
堤人形は、江戸時代の半ばに仙台の堤焼と同じ堤町で誕生しました。300年に
及ぶ歴史を持つ伝統工芸品であり、その技巧は現代まで受け継がれています。 2月2 018



ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
に
よ
り
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
イ
ト
利
用
料
等
の
不
当
請
求
や
、

実
在
す
る
企
業
に
成
り
済
ま
し
た
架
空

請
求
が
メ
ー
ル
で
届
く
事
例
も
多
く
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
手
口
に

よ
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
け
払
い

機
）
に
誘
導
し
て
お
金
を
振
り
込
ま
せ

る
ほ
か
、
現
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
直
接
受
け
取
り
に
来
た
り
、
電
子
マ

ネ
ー
（
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
）
を
購
入

さ
せ
、
使
用
す
る
た
め
の
番
号
等
を
聞

き
出
し
た
り
し
て
財
産
を
奪
い
ま
す
。
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特集①　だまされないで！　特殊詐欺・消費者トラブルに用心を

23 仙台市政だより　30.２. 1 仙台市政だより　30.２. 1

後
を
絶
た
な
い
被
害
・
相
談

　
暮
ら
し
を
便
利
で
豊
か
に
し
て
く
れ

る
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ

ふ
れ
る
一
方
、
架
空
請
求
な
ど
の
特
殊

詐
欺
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
悪
質
商
法
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

関
す
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
も
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

　
昨
年
の
市
内
に
お
け
る
特
殊
詐
欺
被

害
の
認
知
件
数
は
1
９
０
件
（
平
成
29

年
11
月
末
現
在
）
で
、
平
成
28
年
同
月

比
で
46
件
増
加
。
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
た
契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に

関
す
る
苦
情
相
談
は
、
４
５
７
２
件

（
平
成
29
年
11
月
末
速
報
値
）
と
な
り
、

年
齢
別
に
見
る
と
70
歳
以
上
の
高
齢
者

か
ら
の
相
談
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
自
分
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
て
も
、

特
殊
詐
欺
や
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
る
可
能
性
は
常
に
潜
ん
で
い
ま

す
。
手
口
と
そ
の
対
処
法
を
知
り
、
大

切
な
財
産
を
守
れ
る
よ
う
備
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

この特集に関するお問い合わせは市民生活課☎214･6146、FAX214･1091、消費生活センター☎268･7040、
FAX268･8309

　

◆最寄りの警察署・交番・駐在所へ
◆警察相談専用電話（24時間対応）
プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは☎＃9110
プッシュ回線以外の固定電話、PHSからは☎266·9110

◆消費生活センター相談ダイヤル
☎268·7

な
8
や
6
む
7
な

相談時間：9:00～18:00
（12月29日～１月３日を除く）

　

巧
妙
化
す
る
だ
ま
し
の
手
口

　
だ
ま
し
の
手
口
は
年
々
巧
妙
化
・
悪

質
化
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
傾
向
と
し

て
、
複
数
の
人
間
が
息
子
・
警
察
官
・

弁
護
士
な
ど
を
装
っ
て
だ
ま
す
、
市
役

所
な
ど
の
職
員
を
名
乗
り
、
還
付
金
等

が
あ
る
と
だ
ま
す
な
ど
の
手
口
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ

高
齢
者
は
特
に
ご
注
意
を

　
高
齢
者
は
、
在
宅
の
時
間
が
長
い
た

め
、
悪
質
な
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販

売
な
ど
の
被
害
に
遭
う
確
率
が
高
く
な

り
ま
す
。
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
え
、

だ
ま
す
側
が
一
方
的
に
話
を
進
め
や
す

い
環
境
に
あ
る
こ
と
や
、
お
金
や
健
康

に
不
安
を
持
つ
心
理
に
つ
け
込
ま
れ
や

す
い
こ
と
も
要
因
と
な
り
ま
す
。
お
金

の
話
が
出
た
ら
、
家
に
は
上
が
ら
せ
な

い
、
い
っ
た
ん
電
話
を
切
る
な
ど
し
て
、

安
易
に
対
応
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
怪
し
い
電
話
へ
の
対
策
は
、
留
守

番
電
話
の
設
定
や
自
動
通
話
録
音
機
等

の
使
用
も
効
果
的
で
す
。

　
不
審
な
請
求
や
勧
誘
を
受
け
た
ら
、

一
人
で
判
断
せ
ず
に
、
家
族
や
友
人
、

警
察
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

今の電話（Ｅメール）、詐欺かも
…と感じたときは

商品やサービスの契約トラブル
などで困ったときは

出前講座をご利用ください
　地域に講師が無料で出向き、被害例や対策をお話しします。

■くらしのセミナー（消費生活に関する講座）
●対象

‖

町内会や老人クラブなど、市内にお住まいか通勤・
通学している方からなるおおむね20人以上の団体　申開催希
望日の１カ月前までに、電話または消費生活センターで配布
する申込用紙（市ホームページからもダウンロード可）で　
申・問消費生活センター☎268･7040

■防犯講座（特殊詐欺対策・一般防犯）
●対象

‖

町内会、老人クラブなどの団体　●日時

‖

平日9:00
～16:00（曜日、時間についてはお問い合わせください）　
申開催希望日の１カ月前までに、電話またはファクス（開催
希望日、開催場所、代表者の氏名、電話番号を記入）で　
申・問仙台市防犯協会連合会☎214･4261、FAX214･1091

■架空請求詐欺

■オレオレ詐欺

■還付金等詐欺

■訪問購入（押し買い）

■通信販売の「お試し価格」

　有料サイトの料金未納につい
てのＥメールが届いた。「料金
が支払われなければ訴訟を起こ
す」などの文章があり、慌てて
連絡をすると、多額の料金を請
求された。

　不用品を買い取ると電話があ
り、業者が自宅を訪問。「貴金
属はないか」としつこく聞かれ、
指輪を数点見せると安い金額で
強引に買い取られてしまった。

　お試し価格の健康食品を１回
だけのつもりで購入したら、後
日再び同じ商品と請求書が届い
た。業者に確認すると、「４回
の定期購入が条件となっており、
途中の解約はできない」と言わ
れた。

　息子や孫を名乗って、｢会社
のお金が入ったかばんをなくし
てしまったので、お金を貸して
ほしい｣と電話がかかってきた。

　市や税務署の職員を名乗って、
医療費や税金の還付金があると
電話がかかってきた。手続き方
法を教えるので、携帯電話を持
ってATMに行くよう指示され
た。

　心当たりの無い内容のEメー
ル等には、返信をしたり記載の
電話番号に連絡をしたりしない
ようにしましょう。

　「電話番号が変わった」「風邪
で喉の調子が悪い」などと言わ
れたら要注意。家族だけが分か
る合い言葉を決めておくと安心
です。

　還付金がATMで支払われる
ことは絶対にありません。正し
い電話番号に確認しましょう。

　購入前に、契約内容や解約条
件などをよく確認しましょう。

　売りたくないときははっきり
と断りましょう。契約書面を受
け取った日から８日間はクーリ
ング・オフができ、物品の引き
渡しを拒むことができます。

被害者にならないためのポイント
●必要がないときは ｢いりません｣ ときっぱり
　断る
●高額なものの契約や、うまい話には要注意
●その場で判断せずに、家族や友人に相談する
●約束したことは、契約書に必ず書いてもらう
●契約書や申込書はよく読んで、内容を確認し
　てから署名・押印をする

こんな手口には要注意

だまされないで！
特殊詐欺・消費者トラブルに用心を
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仙台市納税
キャラクター
おサメさん

税のお知らせ

所得税の確定申告が必要な方
◎給与所得者の場合
●給与の収入金額が2,000万円を超える方
●給与を１カ所から受けていて、給与・退職所得以外の
所得金額が20万円を超える方
●給与を２カ所以上から受けていて、年末調整をされ
なかった給与の収入金額と、各種の所得金額（給与所得、
退職所得を除く）の合計額が20万円を超える方
◎給与所得者以外の場合
事業をしている方や不動産収入がある方、土地・建物や
株式等を売った方などで一定の要件に当てはまる方
公的年金等受給者の方
　公的年金等収入が400万円以下で、かつ、公的年金等
に係る雑所得以外の所得金額が20万円以下の方は、所得
税の確定申告が不要です。ただし、多額の医療費を支払
ったときなど、源泉徴収された所得税の還付を受けるた
めには、所得税の確定申告をする必要があります。
　なお、所得税の確定申告が不要の場合でも、住民税の
申告が必要な場合があります。詳しくは、「市県民税の
申告が必要な方」（４ページ）をご覧いただくか、市民
税課【青葉区・泉区】☎214･8637、【宮城野区・若林区・
太白区】☎214･8638にお問い合わせください。
給与所得者の還付申告
　給与所得者の方で次に該当する方は、確定申告をする
ことにより、源泉徴収された所得税が還付される場合が
あります。
●多額の医療費を支払った方　●住宅ローンなどにより
マイホームの取得や増改築などをした方　●年の途中で
退職し、再就職していない方

■国税庁ホームページhttp://www.nta.go.jp/の「確定
申告書等作成コーナー」で申告書の作成ができます。作
成した申告書は、印刷して郵送等で税務署に提出できる
ほか、「電子申告（e

イータックス
-Tax）」でも提出できます

■「e-Tax」を利用する際は、電子証明書の取得など事前
準備が必要です。詳しくはホームページhttp://www.
e-tax.nta.go.jp/をご覧ください

確定申告書作成会場を開設します
◎開設期間‖２月16日㈮～３月15日㈭（土・日曜日を
除く。ただし、２月18日㈰・25日㈰は開設します）

所得税確定申告書の次の欄は市県民税の計算に必要
です。忘れずに記載をお願いします
◎「住民税・事業税に関する事項」欄
特に16歳未満の扶養親族を有する場合の扶養親族氏名、
配当割額控除額と株式等譲渡所得割額控除額、寄附金税
額控除に関する事項等
◎住宅ローン控除を受ける方の「特例適用条文等」欄
居住開始年月日等の必要事項

平成30年度に適用される市県民税の主な税制改正

問市民税企画課☎214･8042

◆所得割税額の見直し（組み替え）
　県費負担教職員（市立小・中学校等教職員）の給与負
担事務が県から市に移譲されることに伴い、市県民税所
得割の税率を、市民税８％（現行６％）、県民税２％（現
行４％）に組み替えます。税率の合計は10％で変わりな
いため、市民税・県民税合計の税負担に変更はありません。
◆セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）
　健康の維持増進などの一定の取り組みを行う方が、平
成29年から33年までの間にスイッチOTC医薬品（市販
されている一般用医薬品等のうち、医療用から転用され
た医薬品）を年間１万２千円を超えて購入した場合には、
購入費用のうち１万２千円を超える額（８万８千円を限
度）を所得控除できます。
※この特例を受ける場合、現行の医療費控除の適用は受
けられません

住宅ローン控除は確定申告または
年末調整に基づいて適用されます

　平成21年から33年までの間に入居し、所得税の住宅
ローン控除を受けている方で、所得税から引き切れなか
った控除額がある場合は、税務署への確定申告または勤
務先での年末調整の内容に基づいて、引き切れなかった
分が翌年度の市県民税（所得割）から控除されます（限
度額があります）。

問市民税課【青葉区・泉区】☎214･8637、【宮城野区・
若林区・太白区】☎214･8638

　平成29年度分の市税の納め忘れはありませんか。円
滑な市政運営のため、市税納付にご協力をお願いします。
納付が難しい場合は早急にご相談ください。

市税の納め忘れはありませんか
問北徴収課【青葉区・泉区】☎214･5027、南徴収課
【宮城野区・若林区・太白区】☎214･8154

問仙台北税務署☎222･8121、仙台中税務署☎783･7831、仙台南税務署☎306･8001
所得税の確定申告

問資産課税課☎214･8619

償却資産（固定資産税）の
申告はお済みですか

　市内に償却資産（事業用資産）をお持ちで、まだ申告
がお済みでない方は、平成30年１月１日現在の資産の
明細を記入した申告書を至急提出してください。

問区役所税務会計課、総合支所税務住民課（☎は10
ページ）、市民税企画課☎214･8625
　軽自動車税は、４月１日現在の所有者に課税されます。
バイクや軽自動車などの名義や住所が変わった場合や廃
車した場合、盗難に遭った場合は手続きが必要です。例
年３月は窓口が大変混雑しますので、できるだけ２月中
に手続きをお願いします。

軽自動車税に係る変更手続きはお早めに

種類 手続き窓口
原動機付自転車（125cc以下バイク)、
小型特殊自動車（農耕作業用含む）

区役所税務会計課、
総合支所税務住民課

バイク（125cc超250cc以下）、三輪・
四輪の軽自動車（660cc以下）

宮城県軽自動車協会
☎388･6033

バイク（250cc超） 東北運輸局宮城運輸支局
☎050･5540･2011

問市民税企画課☎214･8625
　軽自動車のグリーン化を進める観点から、初めて車両
番号の指定を受けた年月から13年を経過した経年車（平
成30年度は自動車検査証の初度検査年月が平成17年３
月以前の車両が対象）に対して、税率を引き上げる重課
が適用されます。

車種 税率
三輪（660cc以下） 4,600円

四輪乗用
(660cc以下)

営業用 8,200円
自家用 12,900円

四輪貨物用
(660cc以下)

営業用 4,500円
自家用 6,000円

●一部対象から除かれる車両もあります。詳しくはお問
い合わせください

平成30年度から軽自動車税の
税率が変わる車両があります

問市民税課【青葉区・泉区】☎214･8637、【宮城野区・
若林区・太白区】☎214･8638

市県民税の申告

特
集
②

特
集
②

●会場の混雑状況によっては、受け付け終了時間を早め
る場合があります
■所得金額や税額の計算の仕方など、確定申告に関して
ご不明な点は、最寄りの税務署に電話でお問い合わせく
ださい。音声案内により確定申告電話相談センターにお
つなぎします

開設時間 会場 対象

9:00～
16:00

アズテックミュージアム
仙台産業展示館
（太白区中田町杉ノ下18）

仙台北・仙台中・仙台南
税務署管内の方

9:00～
17:00

（受け付けは
16:00まで）

仙台北税務署
（青葉区上杉1-1-1） 仙台北税務署管内の方

仙台中税務署
（若林区卸町3-8-5） 仙台中税務署管内の方

市県民税の申告が必要な方
　平成30年１月１日現在、仙台市にお住まいで、下記
「市県民税の申告が不要な方」に該当しない方（平成29
年中に所得がなかった方も申告が必要です。申告しない
場合は非課税証明書等を発行できないことがありますの
で、ご注意ください）

市ホームページ「市県民税税額試
算・申告書作成コーナー」http://
www.tax-asp.e-civion.net/tax-
project/tax/sendai_top.html
で市県民税の税額の試算や申告書
の作成ができます

公的年金等収入が400万円以下の年金受給者で、か
つ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20
万円以下の方について
　所得税の確定申告は不要ですが、公的年金等以外
の所得がある場合や、医療費控除・社会保険料控除
（国民健康保険料や介護保険料等で、銀行窓口等や
口座振替によりご自身で支払った分があるとき）な
どの控除を受ける場合には、市県民税の申告が必要
です。

市県民税の申告が不要な方
●所得税の確定申告をする方およびその扶養親族の方
●給与所得のみの方で、事業主（勤務先）から仙台市に給
与支払報告書が提出されている方およびその扶養親族の方
●公的年金等の所得のみの方で、源泉徴収票に記載され
ている控除以外に追加する控除がない方
●収入が年金のみで、65歳未満で年金収入が105万円以
下の方または65歳以上で年金収入が155万円以下の方
市県民税申告会場
◎開設期間‖２月16日㈮～３月15日㈭（閉庁日を除く）

受付時間 会場

　9:00～11:30、
13:00～16:00

●青葉区役所９階会議室
●宮城野区役所６階ホール
●若林区役所６階ホール
●太白区役所５階ホール
●泉区役所東庁舎５階大会議室

　9:30～11:30、
13:00～16:00

●宮城総合支所３階会議室
●秋保総合支所２階大会議室

●会場の混雑状況によっては、午前・午後の受け付け終
了時間を早める場合があります

　所得税、市県民税の申告期限は３月15日㈭です。申告
期限間近になると、窓口が大変混雑します。申告書は国
税庁ホームページの申告書等作成コーナーを利用するな
ど、ご自分で作成してお早めにご提出ください。
マイナンバーの記載と番号確認書類等について
●所得税の確定申告・市県民税の申告いずれも、申告書
には、申告者本人、控除対象配偶者および扶養親族のマ
イナンバーの記載が必要です
●申告書の提出時には、申告者本人の番号確認書類と本
人確認書類の提示（所得税の確定申告の場合は、写しの
添付でも可）が必要となります（控除対象配偶者および
扶養親族のマイナンバーについては、確認書類の提示は
不要です）

申告に必要なもの
①個人番号確認書類（マイナンバーカード、通知カード等）
②本人確認書類（運転免許証、公的医療保険の被保険者証等）
　※マイナンバーカードを持参した場合は不要です
③印鑑
④源泉徴収票、収支内訳書、その他収入および必要経費を証明す
　る書類（領収書、帳簿等）
⑤所得控除の対象となる医療費の明細書・窓口納付もしくは口座
　振替で支払った国民健康保険料・後期高齢者医療保険料・国民
　年金保険料・介護保険料・小規模企業共済等掛金・寄附金など
　の領収書等、生命保険料・地震保険料などの控除証明書
⑥配偶者特別控除を受ける方は、配偶者の所得が明らかになるもの
⑦障害者控除を受ける方は、身体障害者手帳等、障害者控除対象
　者認定書（障害者控除対象者認定書の交付は、区役所障害高齢
　課で申請が必要になります）



土
地
が
語
り
か
け
て
く
る
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
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鈴
木
亜
弥
子
選
手
に

　
　
　
　
　
　「
賛
辞
の
楯
」
を
贈
呈

　
昨
年
11
月
に
韓
国
で
開
催
さ
れ
た
パ

ラ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
世
界
選
手
権
大
会
に

お
い
て
優
勝
し
た
、
仙
台
市
在
住
の
鈴

木
亜
弥
子
選
手
の
功
績
を
た
た
え
、
12

月
27
日
に
「
賛
辞
の
楯
」
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
賛
辞
の
楯
は
、
芸
術
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野
で
優
れ
た
功
績

を
残
し
た
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
個
人
や

団
体
に
贈
る
も
の
で
す
。

　
郡
市
長
は
「
懸
命
に
シ
ャ
ト
ル
を
追

い
続
け
る
姿
に
、
多
く
の
方
々
が
勇
気

と
元
気
を
も
ら
い
、
感
動
し
ま
し
た
。

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
金
メ
ダ
ル

　
１
月
６
日
、
勾
当
台
公
園
市
民
広
場

と
市
役
所
本
庁
舎
前
で
、
新
春
恒
例
の

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に

は
、
約
１
1
０
０
人
が
参
加
。
消
防
音

楽
隊
と
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
の
演
奏
・
ド

リ
ル
演
技
や
市
内
七
つ
の
消
防
団
に
よ

る
「
仙
台
消
防
階は
し

子ご

乗
り
」
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
仙
台
消
防
階
子
乗
り
」
は
、
約
60

種
類
に
及
ぶ
豊
富
な
技
な
ど
仙
台
独
自

の
特
徴
を
兼
ね
備
え
た
は
し
ご
乗
り
と

し
て
昨
年
11
月
に
市
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
高
さ
７
・

２
メ
ー
ト
ル
の
は
し
ご
の
上
で
勇
壮
な

演
技
が
次
々
に
披
露
さ
れ
、
観
客
か
ら

大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
機
動
救
助
隊
等
に
よ
る

救
助
訓
練
や
消
防
車
等
に
よ
る
一
斉
放

※
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

「
地
名
は
知
っ
て
い
た　

上
・
下
」

「
あ
の
日
に
つ
づ
く
時
間

2011
・
３
・
11
」

高橋親夫／著
冬青社 刊

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

５

　
「
ま
さ
か
、
津
波
が
来
る
と
は
思

っ
て
い
な
か
っ
た
」。
震
災
後
、
何

度
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
か
…
。

し
か
し
、
地
域
の
神
社
や
石
碑
に
過

去
の
大
災
害
の
記
録
を
見
つ
け
る
こ

と
は
そ
う
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
同

じ
よ
う
に
、
過
去
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
る
の
が
地
名
で
す
。　

　
著
者
は
震
災
後
の
沿
岸
部
を
歩
き
、

被
災
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
、

地
名
の
由
来
を
紐ひ

も

解
き
、
時
に
は
か

つ
て
の
大
災
害
と
重
ね
合
わ
せ
ま
す
。

例
え
ば
、
念ね

ん
ぶ
つ
だ

仏
田
と
い
う
宮
城
野
区

岡
田
の
地
名
は
、
１
６
１
１
年
の
慶

長
大
津
波
の
際
、
浸
水
し
た
水
が
な

か
な
か
引
か
な
か
っ
た
の
で
、
住
民

が
そ
こ
で
念
仏
を
唱
え
た
の
が
由
来

と
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
災
害
だ
け

で
な
く
、
過
去
の
豊
か
な
生
活
や
文

化
も
地
名
が
継
承
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
1
冊
で
す
。　

　
３
・
11
と
い
う
タ
イ
ト
ル
か
ら
想

像
さ
れ
る
被
災
記
録
の
写
真
集
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
鮮
や
か
な
色
の
タ
イ

ル
に
囲
ま
れ
た
風
呂
場
や
便
所
、
何

も
な
い
空
間
に
ぽ
っ
か
り
と
空
い
た

井
戸
、
１
ペ
ー
ジ
１
ペ
ー
ジ
に
普
段

で
あ
れ
ば
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、

む
き
出
し
に
な
っ
た
生
活
空
間
の
痕

跡
が
写
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
震
災
が
、
津
波
が
な
け
れ
ば
、
継

続
し
た
で
あ
ろ
う
人
々
の
豊
か
な
暮

ら
し
を
そ
こ
に
想
像
し
、
記
録
・
記

憶
を
後
世
に
残
す
こ
と
は
、
決
し
て

悲
惨
さ
や
恐
怖
を
伝
え
る
だ
け
で
は

な
い
こ
と
を
、
こ
れ
ら
の
写
真
が
教

え
て
く
れ
ま
す
。

　
後
半
、
開
発
・
整
備
さ
れ
つ
つ
あ

る
無
機
質
な
景
色
の
中
、
小
さ
く
芽

吹
く
植
物
た
ち
は
、“
あ
の
日
”
か

ら
未
来
へ
と
続
く
希
望
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。

で
き
る
限
り
使
っ
て
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
地
域
資
源
と
し
て
紹
介
す

る
ほ
か
、
保
全
・
活
用
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

を
獲
得
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
活
躍
を
た
た
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
斎
藤
市
議
会
議
長
か
ら
制
度

創
設
後
初
め
て
と
な
る
「
仙
台
市
議
会

議
長
特
別
表
彰
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

水
も
行
わ
れ
、
防
火
・
防
災
へ
の
決
意

を
新
た
に
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
29
年
は
、
火
災
件
数
は
微
増
・

救
急
出
場
件
数
は
増
加

　
消
防
局
の
ま
と
め
（
速
報
値
）
に
よ

る
と
、
火
災
件
数
は
昨
年
よ
り
増
え
た

も
の
の
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら
２
番
目

に
少
な
い
２
８
０
件
、
火
災
に
よ
る
死

者
は
昨
年
よ
り
５
人
増
の
10
人
。
出
火

原
因
は
放
火
（
疑
い
を
含
む
）
が
67
件

で
最
も
多
く
、
以
下
電
灯
・
電
話
等
の

配
線
を
原
因
と
す
る
出
火
が
29
件
、
こ

ん
ろ
か
ら
の
出
火
が
25
件
で
し
た
。

　
一
方
、
救
急
出
場
件
数
は
昨
年
よ
り

１
４
５
３
件
増
の
４
万
９
８
１
６
件
。

搬
送
人
員
は
１
４
２
２
人
増
の
４
万
４

１
２
３
人
で
し
た
。

▲旧針惣旅館
（若林区南材
木町）

太宰幸子／著
河北新報出版センター 刊

　
老
朽
化
が
進
む
本
庁
舎
の
建
て
替
え

に
向
け
た
基
本
構
想
を
検
討
す
る
た
め
、

仙
台
市
役
所
本
庁
舎
建
替
基
本
構
想
検

討
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
21
日
に
開
催
し
た
初
会
合

で
は
、
新
庁
舎
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
立
地

な
ど
に
つ
い
て
委
員
の
皆
さ
ま
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
新
庁
舎
の
機
能
や
建
て
替
え

の
手
法
な
ど
の
検
討
を
進
め
、
５
月
に

中
間
案
を
取
り
ま
と
め
、
８
月
に
基
本

構
想
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

市政
トピックス

仙
台
市
役
所
本
庁
舎
建

替
基
本
構
想
検
討
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た

▲誓いの言葉を述べる新成人代表

▼佐大商店登り
窯（青葉区堤町）

▲消防団員が心を一つに、安全への
心意気を伝える階子乗り ▲「優勝の実感が湧いてきました」と語る

鈴木選手（中央）

市政
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杜
の
都
景
観
重
要
建
造

物
等
に
指
定
し
ま
し
た

　
１
月
７
日
、
カ
メ
イ
ア
リ
ー
ナ
仙
台

で
成
人
式
が
行
わ
れ
、
新
成
人
た
ち
が

新
た
な
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
年
二
十
歳
を
迎
え
た
新
成
人
は
平

成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
１
万
９
８
９
人
で
す
。

　
第
１
部
の
式
典
で
郡
市
長
は
「
自
ら

の
責
任
の
下
に
幅
広
い
選
択
が
で
き
る

こ
と
を
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
新

た
な
関
係
を
数
多
く
築
い
て
く
だ
さ

い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
北
村
由

衣
さ
ん
と
西
條
淳
平
さ
ん
が
「
大
人
と

し
て
の
自
覚
と
責
任
を
胸
に
刻
み
、
こ

市政
トピックス

安
全
・
安
心
へ
の
決
意

新
た
に
―
消
防
出
初
式

を
開
催

市政
トピックス

二
十
歳
の
門
出
を
祝
福

―
成
人
式
開
催

　
　
　
　

海
辺
の
図
書
館　

庄
子　

隆
弘

市政
トピックス

地
域
の
防
災
に
貢
献
―

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表

彰
を
実
施

　
市
で
は
、
ま
ち
の
景
観
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
歴
史
的
・
文
化
的
建
造
物

等
を
保
全
し
、
魅
力
あ
る
景
観
づ
く
り

に
活
用
す
る
た
め
、
景
観
形
成
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
建
築
物
や
工

作
物
・
樹
木
を
、
所
有
者
の
同
意
を
得

て
、
杜
の
都
景
観
重
要
建
造
物
等
に
指

定
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
12
月
20
日
に
新
た
に
「
旧
針は

り
そ
う惣

旅
館
」
と
「
佐さ

大だ
い

商
店
登
り
窯
」
が
指

定
さ
れ
ま
し
た
。「
旧
針
惣
旅
館
」
は
、

土
井
晩
翠
や
市
川
房
枝
な
ど
多
く
の
文

人
・
墨
客
が
滞
在
し
た
旅
館
で
、
江
戸

時
代
か
ら
の
樹
木
も
残
っ
て
い
ま
す
。

「
佐
大
商
店
登
り
窯
」
は
、
現
在
は
使

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
堤
焼
の
ま
ち
・

堤
町
に
唯
一
残
っ
て
い
る
登
り
窯
で
す
。

震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
元
の
れ
ん
が
を

　
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
防
災
・
減
災

に
尽
力
さ
れ
た
団
体
等
を
表
彰
す
る
防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰
式
が
、
１
月
15

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

   

受
賞
し
た
５
団
体
は
次
の
と
お
り
で

す
（
順
不
同
）。

「
落
合
東
町
内
会
」「
高
砂
地
区
町
内
会

連
合
会
」「
藤
田
町
内
会
」「
荒
町
小
学

校
区
避
難
所
運
営
委
員
会
」「
エ
フ
エ

ム
た
い
は
く
株
式
会
社
」

の
先
続
く
道
を
自
分
の
目
で
見
つ
め
、

自
分
の
足
で
精
い
っ
ぱ
い
歩
ん
で
い
き

ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
第
２
部
の
交
流
の
広
場
で
は
、
新
成

人
が
生
ま
れ
た
年
の
出
来
事
に
関
す
る

パ
ネ
ル
展
示
な
ど
の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
、
新
成
人
た
ち
は
大
人
と
し
て
の
決

意
を
胸
に
、
記
念
の
一
日
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
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特
集
③

歩
数
の
少
な
い
仙
台
市
民

　
仙
台
市
民
の
１
日
の
平
均
歩
数
が
、

全
国
と
比
べ
て
少
な
い
こ
と
は
ご
存
じ

で
す
か
？

　
平
成
28
年
度
に
実
施
し
た
「
仙
台
市

民
の
健
康
意
識
等
に
関
す
る
調
査
」
に

よ
る
と
、
20
〜
60
歳
代
の
市
民
の
１
日

の
平
均
歩
数
は
男
性
で
５
１
０
８
歩
、

女
性
は
４
５
９
７
歩
で
、
全
国
平
均
と

比
べ
て
男
性
も
女
性
も
少
な
い
状
況
で

す
。
国
が
掲
げ
る
成
人
の
目
標
値
は
、

男
性
で
９
０
０
０
歩
、
女
性
は
８
５
０

０
歩
。
こ
れ
と
比
べ
る
と
か
な
り
低
い

数
値
で
、
歩
行
時
間
に
す
る
と
男
女
と

も
約
40
分
少
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す

（
約
１
０
０
０
歩
で
歩
行
時
間
10
分
と

し
て
算
出
）。

　
歩
く
こ
と
が
減
り
日
常
生
活
の
活
動

量
が
減
る
と
、
体
重
が
増
え
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症

候
群
）
や
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

ま
ず
は
今
よ
り
10
分
多
く
体

を
動
か
し
ま
し
ょ
う

　
あ
と
40
分
歩
く
の
は
難
し
い
と
い
う

人
も
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
を
生
活

の
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
ま
ず
は

10
分
多
く
、
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
で
き
る
工
夫

●
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
筋
ト
レ
や
ス
ト

レ
ッ
チ
を
す
る　
●
掃
除
、
庭
の
手
入

れ
、
洗
濯
物
干
し
な
ど
で
小
ま
め
に
体

を
動
か
す　
●
買
い
物
で
歩
く　
●
子

ど
も
と
遊
ぶ　
な
ど

職
場
で
で
き
る
工
夫

●
で
き
る
だ
け
階
段
を
使
う　
●
移
動

時
は
自
転
車
を
使
う　
●
一
つ
手
前
の

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
該
当
者
も
政
令
指
定
都
市

中
ワ
ー
ス
ト
１
位

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

は
、
内
臓
肥
満
に
高
血
圧
・
高
血
糖
・

脂
質
代
謝
異
常
が
組
み
合
わ
さ
り
、
心

臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
動
脈
硬
化
性
疾

患
を
ま
ね
き
や
す
い
状
態
で
す
。

　
仙
台
市
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
該
当
者
は
男
性
の
３
人
に
１
人
、

女
性
は
10
人
に
１
人
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
全
国
20
政
令
指
定
都
市
の
中
で
、
ワ

ー
ス
ト
１
位
で
す
。
男
性
も
女
性
も
、

年
齢
と
と
も
に
該
当
者
が
増
え
て
い
ま

す
。

駅
で
降
り
て
歩
く　
●
違
う
階
の
ト
イ

レ
に
行
く　
●
昼
休
み
に
散
歩
に
行
く

な
ど

　
ま
た
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
は
生
活
習

慣
病
の
予
防
効
果
以
外
に
も
、
地
域
の

魅
力
を
再
発
見
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
、

楽
し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と
で
気
分
転
換

に
な
る
な
ど
、
精
神
面
で
も
良
い
影
響

が
あ
り
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
中
で
、
積
極
的
に
体
を

動
か
す
、
軽
め
の
運
動
を
続
け
る
、
筋

肉
を
鍛
え
る
運
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と

な
ど
が
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
予
防
や
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
「
体
を
動
か
す
」
こ
と
を
意

識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
特
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
健

康
政
策
課
☎ 

214
・
８
１
９
８
、
FAX 

214
・
４

４
４
６

男性 女性

仙台市 5,108 4,597

全国（※） 7,769 6,770

成人の目標値 9,000 8,500

１日の平均歩数

単位：歩

検索検索⬅⬅

ウオーキングマップを活用しましょう

　市では、公園やその周辺を歩くコース・
歴史に触れるコースなど、さまざまなコー
スを紹介しています。また、観光スポット
などを巡る散策マッ
プもあります。各マ
ップは市ホームペー
ジからダウンロード
するか、お問い合わ
せください。

寒い冬こそ体を動かしましょう

仙台市民は歩く市民？
　　　歩かない市民？

※「平成28年国民健康・栄養調査」
による、20～64歳の平均歩数



9 仙台市政だより　30.２. 1

防
災
に
女
性
の
視
点
を
―
女
性
と
防
災
ま

ち
づ
く
り
研
修
事
業
「
決
め
る
・
動
く
」
問い合わせ

（公財）せんだい
男女共同参画財団
 ☎212･1627、
FAX212･1628

問減災推進課☎214･3109、FAX214･8096

鍋の季節には卓上コンロが活躍！「捨てる前にもうひと働き」
ごみ減量・分別の豆知識

問家庭ごみ減量課☎214･8229、FAX214･8277

▲「決める・動く2017」受講中の様子

「決める・動く2017」に
参加した方々の声

知って役立つ！　ワンポイント防災講座

　
東
日
本
大
震
災
時
、
避
難
所
で
は

授
乳
の
場
所
が
な
い
、
夜
に
屋
外
に

出
る
の
が
怖
い
と
い
っ
た
声
が
届
か

ず
、
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
た
女
性

が
多
く
い
ま
し
た
。
災
害
時
に
こ
の

よ
う
な
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
防
災
対
策
の
意
思
決
定

に
も
、
女
性
が
男
性
と
共
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
う
し
た
震
災
で
の
経
験
を
踏
ま

え
、（
公
財
）
せ
ん
だ
い
男
女
共
同

参
画
財
団
と
市
で
は
、
防
災
や
ま
ち

づ
く
り
の
場
で
活
躍
で
き
る
女
性
リ

ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
、
平
成
28
年
度

か
ら
女
性
と
防
災
ま
ち
づ
く
り
研
修

事
業
「
決
め
る
・
動
く
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
町

内
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
19

人
の
女
性
が
参
加
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

や
地
域
の
課
題
解
決
な
ど
に
つ
い
て

考
え
る
講
義
や
地
域
で
の
実
践
を
通

し
て
、
参
加
者
の
強
み
や
自
信
を
引

き
出
す
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
の
後
押
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

研
修
で
は
、
石
巻
市
の
復
興
に
奮
闘

す
る
女
性
た
ち
と
の
意
見
交
換
会
も

実
施
。
率
先
し
て
被
災
地
を
引
っ
張

っ
て
い
く
と
い
う
思
い
の
力
強
さ
に
、

参
加
者
は
刺
激
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
修
了
生
は
、
現
在
各
方
面
で
研
修

で
の
学
び
や
自
身
の
強
み
を
生
か
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
地
域
の
力

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
４
月
か
ら
今
月
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
主
体
の
防
災
へ
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
。
市
で
は
今
後
も
、

市
民
一
人
一
人
の
防
災
・
減
災
の
取
り

組
み
を
促
進
し
、
防
災
環
境
都
市
づ
く

り
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。　

　寒い季節には、鍋物を食べて温まりたくなります
ね。鍋物には卓上コンロの使用がお勧めです。
　東日本大震災時は、ライフラインが止まり、温か
い料理を作るために卓上コンロが活躍しました。防
災用品として備蓄しておくと便利ですが、普段から
使っていないと、災害時には使えないということが

　普段はそのまま捨ててしまうものでも、意外な効
果を発揮して、「もうひと働き」してくれるものがあ
ります。
　例えば、ミカンの皮は電子レンジの掃除に活用。
皮をレンジで加熱することで、ミカンの皮の成分が

レンジの中に行きわたり、汚れを
効果的に拭き取ることができます。
また、落花生の殻には除湿・消臭
効果があり、殻を細かくして薄い
布などに包むことで、除湿や消臭
剤として再利用が可能です。

あります。
　ぜひ、点検を兼ねて卓上コン
ロを使ってみてください。使用
後は、カセットボンベの補充も
忘れずに。

長町地蔵堂町内
会副会長・防災
部長　
小笠原千

ち え

英さん

　私は町内会の防災部長とし
て、地域の自主防災活動を行
っており、その活動に生かし
たいと思って参加しました。
私の地域でも女性リーダーが
少ないため、女性が意見を伝
えやすい環境を作れるよう、
コミュニケーションの取り方
など、学んだことを地域で実
践していきたいと思います。

　研修は毎回内容が濃く、仕
事に生かせるものも多くあり
ました。自分の強みを生かす
リーダーシップの学びもその
一つです。その学びを実践し
ていくことで、自分の力や自
信になりました。一緒に課題
を乗り越えてきた参加者のつ
ながりも、大切な宝物です。

一般社団法人　
パーソナルサポ
ートセンター　
橋本陽子さん
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□注意事項

□申込時の必要事項

□電話番号案内

□仙台市ホームページ
https://www.city.sendai.jp/
   仙台市携帯電話用ホームページ
https://www.city.sendai.jp/m/

仙台市役所
青葉区役所
宮城野区役所
若林区役所
太白区役所
泉区役所
宮城総合支所
秋保総合支所

261・1111（代）
225・7211（代）
291・2111（代）
282・1111（代）
247・1111（代）
372・3111（代）
392・2111（代）
399・2111（代）

右記の項目を（往復はがきには
返信先も）記入してください。
特に記載のないものは、はがき
１通につき１人、締切日消印有効。 申申し込み 問問い合わせ 申・問申し込み・問い合わせ

〔先着〕先着順  〔抽選〕申し込み多数のときは抽選

□お知らせの見方

お 知 ら せ

●催しは、2月6日からの内容を掲載しています
●料金の記載のないものは無料（入館料が必要な施設あり）
●休館日等は事前にご確認ください
●来庁 ・ 来場の際は公共交通機関をご利用ください
●ファクス番号が未掲載の場合は、広報課FAX211・1921、
　☎214 ・1150へお問い合わせください
●市役所への郵便は郵便番号（〒980-8671）と課名のみ
　で届きます

○申し込む内容
　（講座名等）
○〒住所
○氏名（フリガナ）
○電話・
　ファクス番号
○その他必要事項

　 仙台市広報課Facebookページ
httpｓ://www.facebook.com/sendaipr/

□

□

市
議
会
第
１
回
定
例
会
は
２
月

13
日
に
開
会
予
定
で
す

　
本
会
議
の
模
様
を
市
役
所
本
庁
舎

1
階
市
民
の
へ
や
、
区
役
所
・
総
合

支
所
で
テ
レ
ビ
中
継
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
会
期
日
程
の
詳
細
を
掲
載
す
る
ほ

か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
中
継

を
実
施
。
平
成
28
年
第
１
回
定
例
会

以
降
の
本
会
議
、
予
算
・
決
算
等
審

査
特
別
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

録
画
中
継
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
議
会
事
務
局
調
査
課
☎
214
・
６
１

６
９

精
神
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

が
一
時
移
転
先
か
ら
戻
り
ま
す

　
宮
城
野
区
幸
町
に
一
時
移
転
し
て

い
た
精
神
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

が
、
大
規
模
改
修
工
事
の
完
了
に
よ

り
3
月
5
日
㈪
か
ら
移
転
前
の
場
所

に
戻
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
住
所‖

青
葉
区
荒
巻
字
三
居
沢
1

│

6　
問
精
神
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
☎
265
･
２
１
９
１

都
市
計
画
の
案
が
縦
覧
で
き
ま

す◦
縦
覧
期
間‖

２
月
20
日
㈫
～
３
月

５
日
㈪（
閉
庁
日
を
除
く
）　
◦
縦

覧
場
所‖

市
役
所
本
庁
舎
7
階
都
市

計
画
課　
◦
縦
覧
内
容‖

仙
塩
広
域

都
市
計
画
区
域
区
分
の
変
更
（
六
丁

目
地
区
、
田
子
西
隣
接
地
区
、
霞
目

地
区
、
岩
切
台
屋
敷
地
区
、
仙
台
港

地
区
、
郷
六
地
区
、
七
北
田
地
区
、

旗
立
地
区
、
桜
ケ
丘
地
区
）、
仙
塩

広
域
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更

（
六
丁
目
地
区
、
田
子
西
隣
接
地
区
、

霞
目
地
区
、
岩
切
台
屋
敷
地
区
、
仙

台
港
地
区
、
郷
六
地
区
、
七
北
田
地

区
、
旗
立
地
区
、
桜
ケ
丘
地
区
）、

仙
塩
広
域
都
市
計
画
特
別
用
途
地
区

の
変
更
（
六
丁
目
地
区
、
七
北
田
地

区
）、
仙
塩
広
域
都
市
計
画
高
度
地

区
の
変
更
（
田
子
西
隣
接
地
区
、
霞

目
地
区
、
岩
切
台
屋
敷
地
区
、
郷
六

地
区
、
七
北
田
地
区
、
旗
立
地
区
、

桜
ケ
丘
地
区
）、
仙
塩
広
域
都
市
計

画
防
火
地
域
お
よ
び
準
防
火
地
域
の

変
更
（
七
北
田
地
区
）、
仙
塩
広
域

都
市
計
画
臨
港
地
区
の
変
更
（
仙
台

港
地
区
）　
◦
縦
覧
期
間
中
に
意
見

書
を
提
出
で
き
ま
す　
問
都
市
計
画

課
☎
214 

・
８
２
９
４

オ
ー
エ
ン
ス
泉
岳
自
然
ふ
れ
あ

い
館
の
特
別
期
間
（
夏
季
・
冬

季
）
の
利
用
仮
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す

　
夏
季
（
７
月
～
８
月
）
の
本
館
宿

泊
利
用
お
よ
び
冬
季
（
平
成
31
年
１

月
～
３
月
）
の
活
動
を
希
望
す
る
団

体
の
利
用
仮
申
し
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。

◦
利
用
可
能
日
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

shizenfureaikan.jp/

を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い　
◦
夏
季
は
６
月
中
旬
、
冬
季
は

11
月
下
旬
に
利
用
団
体
説
明
・
調
整

会
を
開
催
し
ま
す　
申
２
月
１
日
か

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
申
込

書
（
希
望
者
に
は
郵
送
も
可
）
で
２

月
28
日
（
必
着
）
ま
で
に　
申
・
問

オ
ー
エ
ン
ス
泉
岳
自
然
ふ
れ
あ
い
館

☎
379
・
２
１
５
１

市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証

等
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
　
消
防
団
員
確
保
へ
の
協
力
や
従
業

員
の
消
防
団
活
動
に
配
慮
し
て
い
る

事
業
所
等
に
対
し
て
、
そ
の
社
会
貢

献
の
証
し
と
し
て
、
表
示
証
と
認
定

証
を
交
付
し
ま
す
。
申
請
方
法
な
ど

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間∥

3
月
1
日
㈭
～
31
日

㈯　
申
最
寄
り
の
消
防
署
（
連
絡
先

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）　
問

消
防
局
総
務
課
☎
234
・
１
１
１
１

緑
化
助
成
の
申
請
は
２
月
28
日

ま
で
に

　
本
年
度
の
緑
化
助
成
事
業
の
申
請

受
け
付
け
は
２
月
28
日
が
締
め
切
り

で
す
。
な
お
、
新
年
度
の
申
請
受
け

付
け
は
４
月
２
日
か
ら
の
予
定
で
す
。

◦
対
象
事
業‖

①
生
垣
づ
く
り
助
成

事
業
②
建
築
物
緑
化
助
成
事
業
③
緑

化
木
植
栽
助
成
事
業
④
街
か
ど
緑
化

助
成
事
業　
◦
申
請
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い　

 

問
①
区
役
所
街
並
み
形
成
課
②
～
④

百
年
の
杜
推
進
課
☎
214
・
８
３
８
９

仙台市の人口：１月１日現在（対前月比）男:529,480人 女:557,611人  計1,087,091人（－91）　509,617世帯（－4）

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入

　市では、大雨時の避難勧告等の発令範
囲拡大や原子力災害時の屋内退避・一時
移転等について、「仙台市地域防災計画」
の修正を検討しています。このたび修正
案を取りまとめましたので、市民の皆さ
んのご意見をお寄せください。

問被災者支援情報ダイヤル☎214･3805（平日9:00～17:00）

★被災者生活再建支援制度
　東日本大震災により生活基盤に著しい被害を受けた世
帯に対して、住宅の被害程度に応じた基礎支援金と、住
宅の再建方法に応じた加算支援金を支給し、生活の再建
を支援します。なお、加算支援金は、基礎支援金の対象
に該当する場合のみ対象となります。

◆申請期限∥【基礎支援金】平成30年４月10日、【加算支
援金】平成31年４月10日
◆受付時間∥9:00～16:30（閉庁日を除く）
◆受付場所∥市役所本庁舎５階社会課、各区保健福祉セン
ター管理課

　被災者生活再建支援制度（★）（基礎支援金）の申請受け
付けは４月10日で終了します。また、基礎支援金の申請後
に、住宅の再建方法に応じて申請できる加算支援金の受付
期限が１年延長となり、平成31年４月10日までとなりまし
た。申請がお済みでない方は、お早めに手続きをお願いし
ます。なお、これまで支給を受けた方への追加の支給を行
うものではありません。

被災者生活再建支援制度（基礎支援金）の受け付
けを終了し、加算支援金の受け付けを延長します

仙台・青葉まつり
すずめ踊り参加者募集

●日時 ‖５月19日㈯10:00～21:00、５月20日㈰12:00
～18:00　●会場 ‖勾当台公園市民広場、定禅寺通ほか

募集部門 対象 費用

①一般部門 ５～65人程度の団体 高校生以上１人1,000円、
中学生以下１人500円

②子すずめ部門 中学生以下の５人以上
の団体 １人500円

③学生部門 中学生以上の学生10
人以上の団体 １団体1,000円

④すずめっ子
1000人祭

ま づ ら
連

小学生以下の個人・団
体。親子での参加も可 ―

⑤元気発信祭
まじゃらいん

雀連 上記にエントリーされ
ない個人での参加の方 ―

※①～④の申仙台・青葉まつり協賛会事務局（市役所錦
町庁舎３階）で配布する募集要項の申込書（ホームペー
ジhttp://aoba-matsuri.com/からもダウンロード可）
で２月28日までに⑤直接会場へ
◆参加者説明会
●日時 ‖４月26日㈭19:00～20:00　●会場 ‖市役所本
庁舎８階ホール　●直接会場へ
問仙台・青葉まつり協賛会事務局☎223･8441、観光課
☎214･8260

仙台市地域防災計画の修正案に
ご意見をお寄せください

●修正案の配布場所等

‖

市役所本庁舎
１階市政情報センター、区役所総合案内、
総合支所、宮城野区・若林区・太白区情
報センターのほか、市ホームページでも
ご覧いただけます
●提出方法

‖

任意の様式にご意見、住所、
氏名を記入して郵送またはファクス、Ｅ
メールで２月19日（必着）までに
申・問〒980-8671防災計画課☎214･3
046、FAX214･8096、Ｅメールkks0001
20@city.sendai.jp

若
林
図
書
館
の
臨
時
休
館　
　

 

　
蔵
書
点
検
等
に
伴
い
、
若
林
図
書

館
を
臨
時
休
館
し
ま
す
。

◦
期
間‖

３
月
１
日
㈭
～
14
日
㈬　

問
若
林
図
書
館
☎
282
・
１
１
７
５

市
有
地（
一
般
競
争
入
札
物
件
）

を
お
売
り
し
ま
す

◦
申
込
受
付
日
時‖

２
月
５
日
㈪
～

３
月
９
日
㈮
の
平
日
午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
郵
送
の
場
合
は
簡
易
書
留

で
）　
◦
現
地
説
明
会‖

①
２
月
15

日
㈭
午
後
２
時
～
②
２
月
16
日
㈮
午

後
２
時
半
～　
◦
現
地
説
明
会
に
参

加
し
な
く
て
も
入
札
は
可
能
で
す　

◦
入
札
日
時‖

３
月
22
日
㈭
①
午
前

10
時
～
②
午
後
１
時
半
～　
◦
物
件

の
所
在
地
は
土
地
の
地
番
で
、
住
居

表
示
と
は
異
な
り
ま
す　
◦
応
募
方

法
な
ど
詳
し
く
は
市
役
所
本
庁
舎
４

階
財
産
管
理
課
で
配
布
す
る
実
施
要

領
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
る
ほ
か
、
希
望
者
に
は
郵
送

も
可
）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い　
申
・

問
財
産
管
理
課
☎
214
･
１
２
７
８

若
林
日
辺
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用

を
再
開
し
ま
す

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
と
し
て
の
利
用
を
休
止
し
て

い
た
若
林
日
辺
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用

を
、
４
月
１
日
㈰
よ
り
再
開
し
ま
す
。

◦
予
約
受
付
開
始
日‖

２
月
16
日
㈮

◦
利
用
方
法‖

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【
パ

ソ
コ
ン
用
】https://w

w
w
.cm
2.

epss.jp/sendai/w
eb/

【
携
帯
電

話
用
】https://w

w
w
.cm
2.eps

s.jp/sendai/keitai/

で　
◦
申
し

込
み
に
は
利
用
者
登
録
が
必
要
で
す

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
214
・
８
８
８

９公
共
的
な
花
壇
に
植
え
る
花
の

苗
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す

◦
３
月
中
旬
～
４
月
上
旬
に
配
達
予

定　
申
仙
台
市
公
園
緑
地
協
会
、
七

北
田
公
園
都
市
緑
化
ホ
ー
ル
、
グ
リ

ー
ン
ハ
ウ
ス
勾
当
台
で
配
布
す
る
申

込
書
で
２
月
14
日
ま
で
に　
問
仙
台

市
公
園
緑
地
協
会
☎
293
・
３
5
8
3

有
料
で
ご
み
を
回
収
す
る
業
者

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
粗
大
ご
み
等
の
回
収
は
、
粗
大
ご

み
受
付
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
む
か
、

各
環
境
事
業
所
ま
た
は
許
可
業
者
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
許
可
の
無
い

業
者
が
有
料
で
ご
み
を
回
収
す
る

（
ご
み
を
出
す
側
が
代
金
を
支
払
う
）

こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
許
可
業
者
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
鳴

ら
し
な
が
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
巡
回
し
た

り
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ッ
ク
で
巡

回
し
て
い
る
業
者
等
に
代
金
を
請
求

さ
れ
た
場
合
は
、
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

問
事
業
ご
み
減
量
課
☎
214
・
8
６
７

９記
念
樹
プ
レ
ゼ
ン
ト　
　
　
　

 

　
誕
生
や
結
婚
、
新
築
な
ど
、
人
生

の
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
記
念
の

苗
木
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◦
対
象‖

平
成
28
年
２
月
１
日
～
平

成
30
年
１
月
31
日
に
次
の
記
念
を
迎

え
た
方
①
誕
生
、
小
学
校
入
学
（
平

成
30
年
度
に
入
学
す
る
方
を
含
む
）

②
結
婚
、
銀
婚
、
金
婚
③
賀
寿
（
還

暦
・
古
希
・
喜
寿
・
米
寿
）
④
新
築

（
市
内
に
住
宅
を
新
築
ま
た
は
戸
建

て
住
宅
を
購
入
さ
れ
た
個
人
の
方
。

マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
は
対
象
外
）　
◦

同
一
の
記
念
で
再
度
申
し
込
む
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん　
◦
樹
木‖

コ
ウ
メ
、

サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
、
ジ
ュ
ー
ン
ベ
リ

ー
、
ヒ
メ
ラ
イ
ラ
ッ
ク
、
ク
ル
メ
ツ

ツ
ジ
、
ナ
ン
テ
ン
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、

ニ
オ
イ
ヒ
バ
（
ス
マ
ラ
グ
）　
◦
本

数‖

①
～
③
1
本
④
３
本　
申
市
役

所
本
庁
舎
１
階
市
民
の
へ
や
、
区
役

所
総
合
案
内
、
総
合
支
所
、
市
民
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
す
る
申
込
書

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.s

endai-park.or.jp/w
eb/

か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
で
２
月
28
日
ま

で
に　
問
仙
台
市
公
園
緑
地
協
会
☎

293
・
3
5
8
3

所
在
地

面
積
用
途

地
域
最
低
売

却
価
格

①
青
葉
区
水
の
森

３
丁
目
62
番
１

１
８
９

161.56㎡

第二種
住居地域

7,840千円

②
太
白
区
八
木
山

東
１
丁
目
60
番

１
１
１
８

1,489.81㎡

第一種低層
住居専用地域

38,140千円

花
の
種
類
等

単
位

費
用

対
象

①
パ
ン
ジ
ー
（
混

合
）、
ビ
オ
ラ
（
混

合
）、
ノ
ー
ス
ポ
ー

ル
（
白
）、
ム
ル
チ

コ
ー
レ
（
黄
）

40株／箱
１箱

2,500円
消費税・配達料込み

町内会・老人クラブ・子ども会
などの地域団体、会社など

②
芝
桜
（
混
合
）

24株／箱
１箱

2,900円
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２
月
の
お
知
ら
せ

２
月
の
お
知
ら
せ

仙台市政だより　30.２. 1

お知らせの見方は10ページ参照。ファクス番号が未掲載の場合は、広報課FAX211・1921へお問い合わせください申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入

仙台市政だより　30.２. 1

入
学
援
助
金
を
支
給
し
ま
す
　 

◦
対
象‖

4
月
に
小
･
中
学
校
に
入

学
す
る
児
童
・
生
徒
の
い
る
低
所
得

世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
①

就
学
援
助
を
受
け
て
い
る
②
本
年
度

中
に
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止

さ
れ
た
③
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
④
同
居
し
て
い
る
世
帯
全
員

（
単
身
赴
任
の
保
護
者
を
含
む
）
の

年
収
が
一
定
額
以
下
で
あ
る　
◦
支

給
に
は
審
査
が
あ
り
ま
す　
◦
支
給

額‖

児
童
・
生
徒
１
人
に
つ
き
小
学

校
２
万
２
千
円
、
中
学
校
２
万
７
千

円　
申
該
当
を
証
明
す
る
書
類
と
同

居
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票
等
を
持

参
で
３
月
1
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で

に
お
住
ま
い
の
区
の
区
役
所
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
管
理
課
（
☎
は
10
ペ
ー

ジ
）

入
学
準
備
金
の
貸
付
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

◦
対
象‖

申
込
時
に
6
カ
月
以
上
市

内
に
お
住
ま
い
で
、
養
育
す
る
児

童
・
生
徒
の
新
入
学
に
か
か
る
経
費

の
負
担
が
経
済
的
に
困
難
な
世
帯
の

方　
◦
貸
付
限
度
額
等‖

①
小
・
中

学
校
（
生
活
保
護
世
帯
の
方
を
除

く
）
／
５
万
円
以
内
②
公
立
高
校
／

10
万
円
以
内
③
私
立
高
校
／
15
万
円

以
内
。
い
ず
れ
も
無
利
子　
◦
返
済

‖

2
カ
月
据
え
置
き
後
、
20
カ
月
以

内
（
15
万
円
貸
し
付
け
の
場
合
は
30

カ
月
以
内
）　
◦
貸
し
付
け
に
は
審

査
が
あ
り
ま
す　
◦
市
内
に
お
住
ま

い
の
保
証
人
が
１
人
必
要
で
す　
◦

受
付
期
間‖

3
月
30
日
ま
で　
◦
申

し
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
社
会
福
祉

協
議
会
各
区
・
支
部
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い　
申
・
問
お
住

ま
い
の
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
（
青

葉
区
☎
265
・
5
2
6
0
、
青
葉
区
宮

城
支
部
☎
392
・
7
8
6
8
、
宮
城
野

区
☎
256
・
3
6
5
0
、
若
林
区
☎

282
・
７
9
7
1
、
太
白
区
☎
248
・
8

1
8
8
、
泉
区
☎
372
・
1
5
8
1
）

エ
イ
ズ
・
梅
毒
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア

検
査

◦
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す　
申
検
査

日
の
１
カ
月
前
～
前
日
ま
で
の
平
日

午
後
１
時
～
4
時
に
予
約
専
用
電
話

☎
090
・
4
4
7
8
・
4
6
4
1
で
。

検
査

日
時

会
場
定
員

検
査
結
果

夜間エイズ・
梅毒・

クラミジア検査

3/1㈭
17:30～19:00

青葉区役所

35人〔先着〕
１週間後に直接
本人にお知らせ
します

エイズ・梅毒即日検査
国分町夜間検査

3/9㈮・23㈮
17:00～19:00

宮城県歯科医師
会館（青葉区国
分町1-5-1）

各30人〔先着〕
採血後約１時間ほどでお知らせ
します（判定保留の場合は、後
日お知らせします）

休日検査

3/17㈯
13:30～15:00

青葉区役所

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
め

ま
す　
問
健
康
安
全
課
☎
214
・
８
０

２
９

仙
台
す
く
す
く
サ
ポ
ー
ト
事
業 

入
会
説
明
会

◦
日
時‖

２
月
17
日
㈯
午
前
10
時
～

11
時
15
分　
◦
会
場‖

市
役
所
本
庁

舎
8
階
ホ
ー
ル　

◦
対
象‖

お
子
さ

ん
を
預
け
た
い
方
（
利
用
時
間
に
応

じ
た
費
用
が
か
か
り
ま
す
）
と
、
預

か
る
こ
と
が
で
き
る
方　
◦
託
児
有

り
（
１
歳
～
３
歳
６
カ
月
。
要
申
し

込
み
）　
申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
参
加
者
の
氏
名
と
電
話
番
号
、
託

児
希
望
の
方
は
子
ど
も
の
氏
名
、
年

齢
も
記
入
）
で
仙
台
す
く
す
く
サ
ポ

ー
ト
事
業
事
務
局
☎
214
・
５
０
０
１
、

℻
214
・
８
６
１
０

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
方
の
被
扶
養
者
は
、
国
民

健
康
保
険
等
に
加
入
し
て
く
だ

さ
い

　
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
お

り
、
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
は
、

職
場
の
健
康
保
険
か
ら
脱
退
し
て
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
被
扶
養
者
の
方
も
健
康
保
険

の
資
格
を
喪
失
す
る
た
め
、
被
扶
養

者
の
方
は
、
新
た
に
国
民
健
康
保
険

等
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合

は
、
次
の
書
類
を
持
参
し
て
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
職
場
の
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
証

明
書　
◆
運
転
免
許
証
な
ど
加
入
者

本
人
の
確
認
が
で
き
る
も
の　
申
・

問
区
役
所
・
宮
城
総
合
支
所
保
険
年

金
課
、
秋
保
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

（
☎
は
10
ペ
ー
ジ
）

株
式
等
の
配
当
所
得
等
や
譲
渡

所
得
を
申
告
し
た
場
合
、
国
民

健
康
保
険
等
の
所
得
判
定
に
含

ま
れ
ま
す

　
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
等
お
よ

び
源
泉
徴
収
を
選
択
し
て
い
る
特
定

口
座
に
よ
る
株
式
等
の
譲
渡
所
得
を

申
告
し
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
所
得
判
定

に
含
ま
れ
、
申
告
し
な
い
場
合
と
比

べ
て
保
険
料
や
病
院
等
で
負
担
す
る

額
が
増
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
増
額
分
は
、
確
定
申
告

で
還
付
ま
た
は
減
額
さ
れ
る
所
得
税

額
や
住
民
税
額
を
上
回
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
区
役
所
・
宮
城
総
合
支
所
保
険
年

金
課
、
秋
保
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

（
☎
は
10
ペ
ー
ジ
）

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己

負
担
額
合
計
が
高
額
の
場
合
、

払
い
戻
し
を
受
け
ら
れ
ま
す

　
世
帯
内
の
同
一
の
医
療
保
険
の
加

入
者
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
８
月
か

ら
平
成
29
年
７
月
ま
で
の
期
間
中
の

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担

額
の
合
計
額
が
基
準
額
を
超
え
た
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
超
え
た
分
の
払

い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
平
成
29
年
７
月
31
日
時
点
で
加
入

し
て
い
た
医
療
保
険
者
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い　
◦
国
民
健
康
保
険
ま
た

は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
い
て

支
給
対
象
と
な
る
方
に
は
、
２
月
か

ら
３
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
た
だ

し
、
期
間
中
に
他
の
医
療
保
険
か
ら

国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
た
方
な
ど
に
は
お
知

ら
せ
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
で
通

知
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い　
申
・
問
区
役
所
保

険
年
金
課
・
障
害
高
齢
課
、
宮
城
総

合
支
所
保
険
年
金
課
・
保
健
福
祉
課
、

秋
保
総
合
支
所
保
健
福
祉
課
（
☎
は

10
ペ
ー
ジ
）

起
業
・
創
業
な
ん
で
も
相
談

D
A
Y
（
デ
ー
）

◦
会
場‖

ア
エ
ル
７
階　
申
２
月
６

日
午
前
９
時
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接

窓
口
へ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w
w
.siip.city.sendai.jp/

か

ら
も
申
し
込
め
ま
す　
申
・
問
仙
台

市
産
業
振
興
事
業
団
☎
724
・
１
２
１

２
日
時

内
容

定
員

2/21㈬
13:00
～
14:00

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
起
業

講
座
「
資
金
計
画
の

考
え
方
」

10人
〔先着〕

13:00
～
17:00
窓
口
相
談

―

民
泊
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
　

　
６
月
か
ら
、
住
宅
宿
泊
事
業
法

（
民
泊
新
法
）
が
施
行
さ
れ
、
届
け

出
を
行
う
こ
と
で
、
一
般
住
宅
に
有

料
で
客
を
泊
め
る
「
民
泊
」
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
民
泊
事
業
を

行
う
方
の
受
け
付
け
を
３
月
15
日
か

ら
開
始
す
る
に
当
た
り
、
民
泊
営
業

の
届
け
出
方
法
等
に
関
す
る
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時‖

３
月
３
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午
、
午
後
２
時
～
４
時　
◦
会
場

‖

市
役
所
本
庁
舎
８
階
ホ
ー
ル　
◦

直
接
会
場
へ　
◦
駐
車
場
は
利
用
で

き
ま
せ
ん　
問
生
活
衛
生
課
☎
214
・

８
２
０
６

公
認
排
水
設
備
工
事
業
者
の
承

認
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
新
た
に
仙
台
市
公
認
排
水
設
備
工

事
業
者
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
方

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

◦
期
間‖

２
月
１
日
㈭
～
28
日
㈬

問
建
設
局
業
務
課
☎
214
・
8
3
3
7

保
育
士
の
た
め
の
合
同
就
職
説

明
会
in
仙
台

◦
日
時‖

２
月
12
日
（
振
休
）
午
後

１
時
～
５
時　
◦
会
場‖

T
K
P
ガ

ー
デ
ン
シ
テ
ィ
仙
台
（
ア
エ
ル
21

階
）　
◦
内
容‖

就
職
可
能
な
市
内

の
私
立
保
育
施
設
の
説
明
や
個
別
相

談
な
ど　
◦
対
象‖

市
内
で
保
育
士

と
し
て
働
き
た
い
方
、
保
育
施
設
へ

の
転
職
・
復
職
を
考
え
て
い
る
方
、

平
成
30
年
3
月
に
大
学
・
短
期
大

学
・
専
門
学
校
を
卒
業
予
定
の
方
、

保
育
士
資
格
取
得
予
定
の
方
な
ど　

◦
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
有
り　
◦
履
歴

書
不
要
。
服
装
・
入
退
場
自
由　
◦

直
接
会
場
へ　
問
運
営
支
援
課
☎

214
・
８
７
９
２

個
人
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
研

修
　
市
の
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
業
務

を
受
託
す
る
予
定
の
あ
る
事
業
者
の

個
人
情
報
保
護
責
任
者
を
対
象
に
し

た
研
修
で
す
（
受
講
は
外
部
委
託
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
）。

◦
日
時‖

２
月
26
日
㈪
午
後
１
時
半

～
５
時　
◦
会
場‖

T
K
Ｐ
仙
台
西

口
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
（
青
葉
区
本

町
１│

５│

31│

３
階
）　
◦
定
員

‖

50
人
〔
先
着
〕。
１
社
に
つ
き
２

人
ま
で　
申
２
月
13
日
午
前
10
時
か

ら
電
話
で
㈱
Ｊ
Ｃ
―
21
教
育
セ
ン
タ

ー
☎
222
・
6
６
９
６　
問
情
報
政
策

課
☎
214
・
1
2
6
0

女
性
起
業
家
セ
ミ
ナ
ー「
想（
お

も
）
い
を
カ
タ
チ
に
！
女
性
の

た
め
の
起
業
講
座
」

◦
日
時‖

３
月
７
日
㈬
・
14
日
㈬
・

20
日
㈫
（
全
３
回
）
午
後
６
時
半
～

９
時
半　
◦
会
場‖

ア
エ
ル
７
階　

◦
内
容‖

起
業
に
必
要
な
基
礎
知
識

か
ら
起
業
ア
イ
デ
ア
の
ま
と
め
方
ま

で
を
学
び
ま
す　
◦
対
象∥

起
業
に

関
心
が
あ
る
、
ま
た
は
起
業
を
考
え

て
い
る
女
性
20
人
〔
先
着
〕　

◦
費

用∥

３
千
円　
◦
託
児
有
り　
申
市

役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
の
へ
や
、
区

役
所
総
合
案
内
な
ど
で
配
布
す
る
申

込
書
で
２
月
６
日
午
前
９
時
か
ら
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.sii

p.city.sendai.jp/

か
ら
も
申
し
込

め
ま
す　
問
仙
台
市
産
業
振
興
事
業

団
☎
724
・
１
２
１
２

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の

お
知
ら
せ

①
働
き
た
い
障
害
の
あ
る
方
向
け
説

明
会

◦
日
時‖

ア
２
月
14
日
㈬
イ
２
月
25

日
㈰
午
前
10
時
～
11
時
半　
◦
会
場

‖

ア
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
イ

宮
城
野
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　
◦

内
容‖

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

の
紹
介
や
働
き
方
、
働
く
前
の
準
備

に
つ
い
て　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住

ま
い
の
15
歳
以
上
の
障
害
の
あ
る
求

職
中
の
方
と
そ
の
家
族
、
関
係
者
各

10
人
〔
先
着
〕

②
移
動
相
談

◦
日
時‖

２
月
25
日
㈰
午
後
１
時
～

３
時　
◦
会
場‖

宮
城
野
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー　
◦
対
象‖

市
内
に
お

住
ま
い
の
15
歳
以
上
の
障
害
の
あ
る

方
と
そ
の
家
族
、
関
係
者

※
い
ず
れ
も
申
２
月
６
日
午
前
９
時

か
ら
電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
（
申
込

時
の
必
要
事
項
と
①
は
参
加
希
望
日

も
記
入
）
で
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
772
・
5
5
1
７
、
E
メ
ー
ル

info@
sendai-w

sc.jp

今月の採用情報　〔　〕内は募集人数
■市職員（非常勤嘱託職員）
種類等 業務内容等 申し込み方法

①看護師
〔３人程度〕
②保健師
〔５人程度〕

業務内容∥①災害保健活動業
務②保健師業務全般／勤務場
所 ‖①各区保健福祉センター
②健康福祉局、各区保健福祉
センター／応募資格∥①看護
師の資格を有する方②保健師
の資格を有する方／選考∥面
接／任用期間 ‖４月１日から
１年間（更新の可能性有り）

申履歴書（写真貼付）
と①は看護師②は保健
師免許証の写しを郵送
または持参で３月16日
（必着）までに／申・問
〒980-8671健康政策
課（市役所本庁舎８階）
☎214･8198

■（公財）仙台市公園緑地協会パートタイム職員〔１
人〕

業務内容等 申し込み方法

業務内容 ‖ 七北田公園都市緑化ホール内
軽食喫茶店での販売・簡単な調理等／応
募資格 ‖ 土・日曜日、祝休日も勤務が可
能な方／選考∥書類選考後、面接／雇用
期間 ‖４月１日～10月31日（平成31年
４月から再雇用の場合有り）

申履歴書（写真貼付）を
郵送で２月18日（必着）
までに仙台市公園緑地協
会（〒982-0801太白区
八木山本町1-43（八木
山動物公園内）☎229･
1606）

■市立保育所非常勤嘱託職員登録者

■臨時的任用職員登録者
種類 業務内容等 申し込み方法

①給食作業員
②栄養士
③学校事務
（市立学校の
み）

市立学校または給食センター
職員の病休・産休等に伴う代
替臨時職員。欠員が生じた際
に、登録者の中から随時採用
／業務内容∥①学校給食の調
理、食器の洗浄等②学校給食
に係る栄養士の業務③学校事
務の業務／応募資格∥②栄養
士免許を有する方

申履歴書（写真貼付）
と②は栄養士免許証
の写しを郵送（封筒に
「臨時的任用職員（種
類名）登録希望」と
朱書き）または持参
／申・問〒980-8671
教育局人事課（市役
所上杉分庁舎14階）
☎214･8858

保
健
･
福
祉

し
ご
と

種類 業務内容／問い合わせ先等

①保育士
②技師

保育所職員に欠員が生じた際に、登録者の中から随時採
用／業務内容∥①延長保育等業務、クラス代替保育等業
務②調理・清掃等業務／応募資格∥①保育士登録を受け
た方（３月末までの登録・取得見込みを含む）／任用期
間 ‖ 採用日～平成31年３月31日／下記の登録説明会で
登録を受け付けます（直接会場へ。参加できない方は個
別に対応しますのでお問い合わせください）
【登録説明会】日時∥３月４日㈰10:00～／会場∥市役
所上杉分庁舎２階／内容∥勤務条件の説明と面接／持
ち物∥履歴書（写真貼付）と①は保育士証（登録・取得
見込みを証明するものでも可）の写し／問運営支援課☎
214･8178

■市立病院臨時的任用職員
種類等 業務内容等 申し込み方法

事務
〔５人程度〕

業務内容 ‖市立病院経営
管理部での事務補助業務
（データ入力、書類作成お
よび整理、その他軽作業）
／任用期間 ‖採用日から
６カ月（１回のみ更新の
可能性有り）

申履歴書（写真貼付）、職
務経歴書、返信用封筒（120
円切手貼付）を郵送で２月
16日（必着）までに／申・
問〒982-8502（住所記入
不要）市立病院総務課☎
308･7111
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２
月
の
お
知
ら
せ

２
月
の
お
知
ら
せ

仙台市政だより　30.２. 1 仙台市政だより　30.２. 1

お知らせの見方は10ページ参照。ファクス番号が未掲載の場合は、広報課FAX211・1921へお問い合わせください申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入

仙
台
で
働
き
た
い
！
仙
台
・
宮

城
U
I
J
タ
ー
ン
就
職
セ
ミ
ナ

ー
＆
合
同
企
業
説
明
会

◦
会
場‖

東
京
交
通
会
館
（
東
京
都

千
代
田
区
有
楽
町
２
─
10
─
１
）

◦
対
象‖

平
成
31
年
３
月
に
卒
業
予

定
の
大
学
生
等
（
既
卒
者
も
参
加

可
）　
申
２
月
８
日
午
前
10
時
か
ら

Ｅ
メ
ー
ル
（
件
名
に
「
3
月
12
日
説

明
会
参
加
希
望
」
と
記
入
）
に
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
地
域
産
業
支

援
課
☎
214
・
１
０
０
７
、
Ｅ
メ
ー
ル

kei008050@
city.sendai.jp

「
ジ
モ
ト
×
大
学
生
+
保
護
者
」

地
元
企
業
魅
力
発
見
イ
ベ
ン
ト

◦
日
時‖

２
月
25
日
㈰
午
後
４
時
～

６
時
半　
◦
会
場‖

青
葉
の
風
テ
ラ

ス
（
地
下
鉄
国
際
セ
ン
タ
ー
駅
２ 

階
）　
◦
内
容‖

地
元
企
業
の
紹
介

仙
台
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常

生
活
支
援
事
業
者
募
集

◦
事
業
内
容‖

母
子
・
父
子
家
庭
、

寡
婦
な
ど
の
ひ
と
り
親
家
庭
に
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
し
、
育
児
や
家
事
等
の

援
助
を
行
う　
◦
対
象‖

次
の
全
て

の
条
件
を
満
た
す
事
業
者
①
介
護
保

険
法
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
ま
た
は
基
準
該
当
居

宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
②
市
内
に
訪
問

介
護
事
業
を
行
う
事
業
所
が
あ
る
③

募
集
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
提

供
で
き
る

募
集
説
明
会

◦
日
時‖

３
月
１
日
㈭
午
後
１
時
半

～
（
受
け
付
け
は
午
後
１
時
か
ら
）

◦
会
場‖

市
役
所
上
杉
分
庁
舎
７
階

◦
応
募
に
は
説
明
会
へ
の
参
加
が
必

要
で
す

申
・
問
フ
ァ
ク
ス
に
申
込
時
の
必
要

事
項
と
担
当
者
名
を
記
入
し
て
2
月

23
日
ま
で
に
子
供
家
庭
支
援
課
☎

214
・
８
６
０
６
、
℻
214
・
８
６
１
０

仙
台
市
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
で
４
月

1
日
現
在
20
歳
～
70
歳
の
方
１
～
２

人
〔
選
考
〕。
こ
の
他
に
も
要
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い　
◦
任
期‖

４
月
～
平

成
32
年
３
月　
申
市
役
所
二
日
町
第

四
仮
庁
舎
２
階
市
民
協
働
推
進
課
な

ど
で
配
布
す
る
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

や
、
企
業
経
営
者
の
講
演
、
交
流
会

な
ど　
◦
対
象‖

大
学
生
、
保
護
者
、

県
内
企
業
、
教
育
関
係
者
70
人
〔
先

着
〕　
申
２
月
８
日
午
前
10
時
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.w
i

se-sendai.jp/entry/

の
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
で　
問
地
域
産
業
支
援

課
☎
214
・
１
０
０
７

ア
シ
☆
ス
タ
起
業
家
交
流
イ
ベ

ン
ト
「
知
っ
て
得
す
る
！
起
業

家
の
た
め
の
社
長
の
心
構
え
」

◦
日
時‖

３
月
13
日
㈫
午
後
６
時
半

～
９
時
半　
◦
会
場

‖

ア
エ
ル
７
階

◦
内
容‖
経
営
者
と
し
て
の
マ
ナ
ー

等
を
習
得
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と

参
加
者
同
士
の
交
流
会　
◦
対
象‖

こ
れ
か
ら
起
業
予
定
の
方
、
起
業
後

間
も
な
い
方
な
ど
30
人
〔
先
着
〕　

◦
費
用‖

１
０
０
０
円　
申
市
役
所

本
庁
舎
１
階
市
民
の
へ
や
、
区
役
所

総
合
案
内
な
ど
で
配
布
す
る
申
込
書

で
２
月
６
日
午
前
９
時
か
ら
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.siip.cit

y.sendai.jp/

か
ら
も
申
し
込
め
ま

す　
申
・
問
仙
台
市
産
業
振
興
事
業

団
☎
724
・
１
２
１
２

先
輩
起
業
家
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

「
ア
シ
☆
ス
タ　
カ
フ
ェ
ト
ー

ク
―
社
会
起
業
家
編
」

◦
日
時‖

2
月
26
日
㈪
午
後
６
時
半

～
９
時　
◦
会
場‖

市
民
活
動
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー　
◦
内
容‖

個
別
教

室
・
家
庭
教
師
の
ア
ッ
プ
ル
・
畠
山

明
氏
と
六
丁
目
農
園
・
渡
部
哲
也
氏

に
よ
る
起
業
体
験
談
と
交
流
会　
◦

対
象∥

起
業
に
関
心
が
あ
る
方
、
こ

れ
か
ら
起
業
予
定
の
方
、
既
に
起
業

し
て
い
る
方
な
ど
30
人
〔
先
着
〕　

◦
費
用∥

１
０
０
０
円　
申
市
役
所

本
庁
舎
１
階
市
民
の
へ
や
、
区
役
所

総
合
案
内
な
ど
で
配
布
す
る
申
込
書

で
２
月
６
日
午
前
９
時
か
ら
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.siip.cit

y.sendai.jp/

か
ら
も
申
し
込
め
ま

す　
問
仙
台
市
産
業
振
興
事
業
団
☎

724
・
１
２
１
２

介
護
用
品
支
給
事
業
受
託
事
業

者
募
集

◦
事
業
内
容
‖
高
齢
の
方
の
自
宅
に

紙
お
む
つ
等
を
配
達
す
る　
◦
応
募

資
格
‖
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す

事
業
者
①
市
内
に
事
業
所
が
あ
る
②

使
い
捨
て
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ド
、

お
む
つ
カ
バ
ー
、
失
禁
シ
ー
ツ
を
取

り
扱
え
る
③
市
内
全
域
に
配
達
で
き

る
④
配
達
料
を
取
ら
な
い
⑤
市
の
競

争
入
札
参
加
資
格
を
有
し
て
い
る

募
集
説
明
会

◦
日
時‖

２
月
16
日
㈮
午
前
10
時
～

◦
会
場‖

市
役
所
本
庁
舎
６
階　
◦

受
託
に
は
説
明
会
へ
の
参
加
が
必
要

で
す　
申
フ
ァ
ク
ス
に
申
込
時
の
必

要
事
項
と
担
当
者
名
を
記
入
し
て
２

月
15
日
ま
で
に　

申
・
問
高
齢
企
画
課
☎
214
・
８
１
６

８
、
℻
214
・
８
１
９
１

募
集

相談内容 日時等 電話 会場・その他
父子家庭の就
業相談・一般
生活相談

毎週㈮・㈯
11:00～16:00

父子家庭相談
支援センター
☎302･3663

Ｅメールkosodate@
personal-support.
orgでも相談可

シングルマザ
ーの就業・自
立相談

毎週㈫
11:00～19:00

毎週㈬～㈯
9:00～17:00

母子家庭相談
支援センター
☎212･4322

予約制／託児有り

遺伝カウンセ
リング

2/27㈫
13:30～16:30

区役所家庭健
康課（☎は10
ページ）

専門医が対応／予約制

せんだい妊娠
ほっとライン

毎週㈪・㈬・㈮
10:00～19:00

みやぎ子育て・
女性健康支援
センター
☎229･2388

思いがけない妊娠の悩
みに助産師が対応／Ｅ
メールsiensenter@
gmail.comでも相談可

女性医療相談 毎週㈯
14:00～17:00

宮城県女医会
☎090･707
5･2525

女性医師による女性の
健康相談

高齢者に関わ
る総合相談

①一般相談
10:30～16:30
②専門相談
指定日時

シルバーセン
ター総合相談
センター
☎215･4135

②専門相談（税務・年
金・法律）は予約制。曜
日や時間など詳しくは
お問い合わせを

無料法律相談
とこころの健
康相談会

２/17㈯
13:00～17:00

仙台いのちの
電話事務局
☎718･4401

福祉プラザで／カウン
セラー・弁護士が対応
／予約制／託児有り

生活困りごと
と、こころの
健康相談会

2/13㈫
13:00～16:00

宮城県司法書
士会
☎263･6755

宮城県司法書士会館で
／司法書士・保健師・
臨床心理士等が対応／
予約制

仕事とこころ
の相談会（夜
間）

2/21㈬
18:00～20:45

障害者支援課
☎214･8165

エル・パーク仙台で／
弁護士・臨床心理士・司
法書士が対応／予約制

司法書士によ
る無料法律相
談

2/10㈯
13:00～16:00

(１人60分)

消費生活セン
ター
☎268･7867

不動産登記・相続等の
法律相談／予約制／申
2/6の9:00から電話で

電話による消
費生活特別相
談

2/18㈰
10:00～16:00

(１人30分)

消費生活特別
相談ダイヤル
☎212･3110

弁護士・司法書士・消
費生活相談員が対応

労働相談窓口
毎週㈫

10:00～12:00、
13:00～16:00

仙台市労働相
談室
☎214･6144

市役所本庁舎１階で／
電話相談も可／職場や
仕事上の悩みなどに対
応

経営に関する
法律相談

2/21㈬
9:15～12:00

仙台市産業振
興事業団
☎724･1212

アエル７階で／弁護士
が対応／予約制

キャリア・コ
ンサルティン
グ

2/22㈭、
3/1㈭・8㈭

10:00～17:00、
2/15㈭・21㈬、

3/7㈬
14:00～20:00

アエル７階で／予約制
／申区役所総合案内な
どで配布する申込書で。
ホームページhttp://
www.siip.city.senda
i.jp/からも申し込み可

休日・夜間の
起業相談

2/18㈰
9:00～17:00、
2/22㈭、3/8㈭
17:15～20:15

アエル７階で／予約制
／申2/6の9:00から

木造住宅の耐
震化相談会

2/14㈬
9:00～16:00

建築指導課
☎214･8323

市役所本庁舎６階第２ 
会議室で／昭和56年
５月31日以前に建築
された木造住宅が対象
／予約制

相談窓口　   秘密厳守 可
）
に
小
論
文
（
800
～
１
２
０
０
字

程
度
）
を
添
え
て
２
月
19
日
（
必

着
）
ま
で
に　
問
市
民
協
働
推
進
課

☎
214
・
８
０
０
２

仙
台
明
治
青
年
大
学
平
成
30
年

度
新
入
学
生
募
集

◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
で
市
民

セ
ン
タ
ー
の
老
壮
大
学
等
を
修
了
し

た
61
歳
以
上
の
方
70
人
〔
抽
選
〕　

◦
費
用‖

７
千
円　
◦
４
月
11
日
㈬

に
太
白
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で
入
学
式

を
行
い
ま
す　
◦
詳
し
く
は
各
市
民

セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
募
集
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い　
申
は
が
き
に
申
込

時
の
必
要
事
項
と
修
了
し
た
老
壮
大

学
等
名
を
記
入
し
て
２
月
12
日
ま
で

に
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒
983

│

0852
宮
城
野
区
榴
岡
４│

１│

８
☎

295
・
０
４
０
３
）

「
親
子
の
森
遊
び
」運
営
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集

◦
日
時‖

３
月
３
日
㈯
午
前
９
時
半

～
午
後
３
時　
◦
会
場‖

向
山
こ
ど

も
園
（
太
白
区
八
木
山
緑
町
21
─

10
）　
◦
内
容‖

森
で
の
ブ
ラ
ン
コ

づ
く
り
な
ど
、「
さ
ら
に
森
に
行
き

た
く
な
る
！
親
子
の
森
遊
び
」
の
運

営
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す　
◦
定
員

∥

10
人
〔
抽
選
〕　
申
は
が
き
、
フ

ァ
ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル
に
申
込
時

の
必
要
事
項
を
記
入
し
て
２
月
16
日

ま
で
に
〒
980
─

8671
百
年
の
杜
推
進
課

☎
214
・
8
3
8
9
、
℻
216
･
０
６
３

７
、
E
メ
ー
ルken010241@

cit
y.sendai.jp

せ
ん
だ
い
豊
齢
学
園
生
募
集　

 

◦
会
場‖

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
ほ
か

◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
の
①
50

～
74
歳
の
方
80
人
②
75
歳
以
上
の
方

40
人
〔
い
ず
れ
も
抽
選
〕　
◦
費
用

‖
年
額
①
２
万
２
千
円
②
１
万
２
千

円
。
他
に
教
材
費
な
ど
の
実
費
負
担

有
り　
申
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民

の
へ
や
、
区
役
所
総
合
案
内
、
シ
ル

バ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
す
る
入

学
願
書
で
３
月
14
日
ま
で
に

学
園
説
明
会

　
豊
齢
学
園
の
学
習
内
容
等
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

◦
日
時‖

２
月
14
日
㈬
・
26
日
㈪
午

後
１
時
半
～
２
時
半　
◦
会
場‖

シ

ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー　
◦
直
接
会
場
へ

※
い
ず
れ
も
問
せ
ん
だ
い
豊
齢
学
園

事
務
局
（
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
215
・
３
１
２
９

問⑴スリーエム仙台市科学館☎276･2201⑵SMMA事務
局（せんだいメディアテーク内）☎713･4483

仙台・宮城ミュージアムアライアンスの催し
⑴SMMAクロスイベント「え！？　ほんにダイブ！―つ
くってみよう・あそんでみよう」
　仙台文学館とスリーエム仙台市科学館の連携企画です。
絵本を読み聞かせ、物語の内容を実験などを通して体験し
ます。

●会場 ∥スリーエム仙台市科学館　申往復はがきに参加者
全員の申込時の必要事項と参加希望日を記入して①２月
11日②２月24日（いずれも必着）までにスリーエム仙台市
科学館（〒981-0903青葉区台原森林公園4-1）

日時 作品名 対象
① 2/18㈰ 13:30～

15:00
しゃぼんだまぼうや ５～８歳児と保護者

各30人〔抽選〕② 3/10㈯ ぼくのくれよん

日
時

コ
ー
ス

期
間

主に月曜日
10:15～14:45

①
社
会
活
動
コ
ー
ス（
地

域
づ
く
り
や
仲
間
づ
く

り
が
で
き
る
実
践
力
を

身
に
付
け
ま
す
）

４月～
平成32年３月

10:15～12:00
②
75
歳
か
ら
の
ア
ク
テ

ィ
ブ
ラ
イ
フ
コ
ー
ス（
生

き
が
い
づ
く
り
や
地
域

で
の
支
え
合
い
に
つ
な

が
る
学
習
を
行
い
ま
す
）

４月～
平成31年３月

日
時

内
容

3/12㈪
13:00

～
13:50
セ
ミ
ナ
ー

14:00
～

17:00
合
同
企
業
説
明
会
、
個
別

相
談
な
ど

⑵SMMA見
けん

験
けん

楽
がく

学
がく

ツアー「７年目の被災地をめぐるバス
ツアー―石巻日和山公園・大川小学校旧校舎」
●日時

‖

２月24日㈯9:30～17:00　●内容

‖

仙台・石巻の
震災メモリアル施設や、現在の復興の状況を見学します　
●定員

‖

24人〔先着〕　●集合場所

‖

せんだい3.11メモリ
アル交流館　●費用

‖

5,900円（昼食付き）　申２月６日
9:30から電話で仙台バスツアーズ☎224･3771

学びのまち仙台市民カレッジ

●定員‖各50人〔抽選〕

②消費者トラブル、インターネットトラブル、外国人との
共生などをみんなで考えよう、誰もが安心できる社会に向
けて

日時 内容　◎講師名

3/3㈯

14:00～
16:00

高齢者等を狙った消費者トラブルを未然に防ぐ
ためのポイント等　◎弁護士・男澤拓

ひらく
氏

3/10㈯ インターネットトラブルの対処法　◎情報モラ
ルネットワーク代表・小島正美氏

3/17㈯ 増加する外国人との交流・共生のために必要な
事　◎宮城教育大学教授・市瀬智紀氏

●対象‖18歳以上で小・中学校における学校支援ボラン
ティアおよび地域づくりに興味がある方30人〔抽選〕

①地域コーディネートリーダープロデュース講座「物語を
知って　読み聞かせを楽しもう」

日時（全２回） 内容
2/27㈫ 10:00～

12:00
開講式、講話を通じ読み聞かせの基礎を学ぶ

3/7㈬ 講話・実技を通じ読み聞かせを幅広く学ぶ

※いずれも●会場‖生涯学習支援センター　申往復はが
きまたはファクスに申込時の必要事項と②は受講希望日
を記入して①２月16日②２月23日（いずれも必着）まで
に。直接施設も可　申・問生涯学習支援センター〒983-
0852宮城野区榴岡4-1-8☎295･0403、FAX295･0810

バレンタインジャンボ

３億円
宝くじの収益金は、児童館や防災ヘ
リコプターの整備など、私たちの暮
らしに役立てられています

 問財政企画課☎214・8111

2/23㈮まで発売中

バレンタインジャンボミニもあわせて発売 

1等・前後賞合わせて
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２
月
の
お
知
ら
せ

２
月
の
お
知
ら
せ

仙台市政だより　30.２. 1 仙台市政だより　30.２. 1

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入 お知らせの見方は10ページ参照。ファクス番号が未掲載の場合は、広報課FAX211・1921へお問い合わせください

仙
台
大
志
高
等
学
校
・
仙
台
工 

業
高
等
学
校
（
定
時
制
課
程
）

後
期
選
抜
を
実
施
し
ま
す

◦
期
日‖
３
月
６
日
㈫
（
学
力
検

査
・
個
人
面
接
〔
個
人
面
接
は
仙
台

工
業
高
等
学
校
の
み
〕）　
◦
対
象‖

中
学
校
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
学

校
を
卒
業
（
見
込
み
を
含
む
）
し
た

方
、
ま
た
は
中
学
校
卒
業
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

◦
出
願
期
間‖

２
月
19
日
～
22
日
午

前
９
時
～
午
後
４
時
（
最
終
日
は
午

前
11
時
ま
で
）　
◦
選
抜
手
数
料‖

各
950
円　
◦
詳
し
く
は
各
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い　
問
仙
台
大

志
高
等
学
校
☎
257
・
０
９
８
６
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.send

ai-c.ed.jp/~taishi/

、
仙
台
工
業

高
等
学
校
☎
237
・
5
3
4
1
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.sendai-

c.ed.jp/~sen2kou/

平
成
30
年
度
仙
台
大
志
高
等
学

校
科
目
履
修
生
（
聴
講
生
）
募

集◦
開
講
予
定
科
目‖

生
物
基
礎
、
美

術
Ⅱ
、
音
楽
Ⅰ
、
中
国
語
基
礎
、
中

国
語
会
話
、
韓
国
語
基
礎
、
韓
国
語

会
話
、
簿
記　
◦
対
象‖

平
成
30
年

４
月
１
日
現
在
15
歳
以
上
で
、
他
の

高
校
に
在
籍
し
て
お
ら
ず
、
講
座
の

開
設
期
間
（
半
年
ま
た
は
１
年
）
を

通
し
て
受
講
で
き
る
方　
◦
定
員‖

各
科
目
若
干
名
〔
先
着
〕　

◦
受
講

タ
ー
の
委
嘱
を
受
け
て
い
な
い
方
40

人
程
度
〔
選
考
〕　
◦
謝
礼
有
り

（
年
間
８
千
円
以
内
）　
◦
託
児
有
り

（
２
歳
以
上
の
未
就
学
児
。
要
申
し

込
み
）　
申
任
意
の
様
式
に
申
込
時

の
必
要
事
項
と
応
募
動
機
（
400
字
以

内
）、
年
齢
、
託
児
を
希
望
す
る
方

は
子
ど
も
の
年
齢
も
記
入
し
て
郵
送

で
２
月
20
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
980

│

8671
生
活
衛
生
課
☎
214
・
８
２
０
５

伊
達
政
宗
公
生
誕
4
5
0
年
記

念　
民
俗
芸
能
の
つ
ど
い

　
市
内
外
で
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
き

た
伊
達
家
に
ゆ
か
り
の
あ
る
民
俗
芸

能
を
紹
介
し
ま
す
。

◦
日
時‖

２
月
10
日
㈯
午
後
１
時
半

～
（
開
場
は
午
後
１
時
）　
◦
会
場

‖

宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー　
◦
出

演‖

榊
流
青あ
お
そ麻

神か
ぐ
ら楽

保
存
会
、
福
岡

の
鹿し
し
踊お
ど
り

・
剣け
ん
ば
い舞
保
存
会
、
湯
元
田
植

踊
保
存
会
、
花
町
神
楽
保
存
会　
◦

直
接
会
場
へ　
問
文
化
財
課
☎
214
･

８
８
９
２

若
者
と
仙
台
市
職
員
で
考
え
る

投
票
率
Ｕ
Ｐ
（
ア
ッ
プ
）
策

　
選
挙
の
投
票
率
向
上
を
目
指
し
て
、

若
者
と
市
職
員
で
語
り
合
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

◦
日
時‖

２
月
24
日
㈯
午
後
２
時
～

５
時　
◦
会
場‖

中
小
企
業
活
性
化

セ
ン
タ
ー
（
ア
エ
ル
６
階
）　
◦
対

象‖

仙
台
と
関
わ
り
の
あ
る
10
代
・

20
代
の
方
25
人
〔
抽
選
〕　
申
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
申
込
時
の

必
要
事
項
と
年
齢
、
所
属
（
学
校
名

な
ど
）
を
記
入
し
て
２
月
16
日
（
必

着
）
ま
で
に　
申
・
問
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎
214
・
４
４
４
５
、
℻

261
・
５
９
３
２
、
Ｅ
メ
ー
ルsen02

4100＠
city.sendai.jp

マ
チ
ノ
ワ
W
E
E
K
（
ウ
イ
ー

ク
）
―
も
っ
と
つ
な
が
る
、
も

っ
と
ひ
ろ
が
る
、
ま
ち
づ
く
り

の
輪

◦
期
間‖

２
月
21
日
㈬
～
27
日
㈫　

◦
会
場‖

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー　
◦
内
容‖

市
民
活
動
や
協
働

の
事
例
紹
介
や
市
民
活
動
団
体
に
よ

る
ブ
ー
ス
出
展
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど

◦
内
容
等
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://sapo-sen.jp/

を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い　
問
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
☎
212
・
3
0
1
0

宮
城
県
・
仙
台
市
小
中
学
校
児

童
生
徒
書
き
ぞ
め
展
覧
会

◦
日
時‖

2
月
17
日
㈯
～
19
日
㈪
午

前
10
時
～
午
後
６
時
半
（
最
終
日
は

午
後
３
時
ま
で
）　
◦
会
場‖

中
小

企
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
ア
エ
ル
５

階
）　
◦
内
容‖

宮
城
県
お
よ
び
仙

台
市
の
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
に

よ
る
書
き
初
め
の
優
秀
作
品
の
展
示

問
教
育
指
導
課
☎
214
・
８
８
７
５

語
り
継
ぐ
震
災
の
記
憶　
　
　

 

◦
日
時‖

２
月
24
日
㈯
午
後
１
時
半

～
３
時
半　
◦
会
場‖

エ
ル
・
パ
ー

ク
仙
台　
◦
内
容‖

震
災
体
験
の
聞

き
書
き
を
台
本
化
し
た
朗
読
劇
「
語

り
継
ぐ
震
災
の
記
憶
」
の
上
演
や
、

ア
カ
ペ
ラ
ス
テ
ー
ジ
「
踏
み
出
そ
う

明
日
へ
の
一
歩
」
な
ど　
◦
定
員‖

248
人
〔
先
着
〕　
◦
直
接
会
場
へ　

◦
先
着
200
人
に
記
念
品
を
差
し
上
げ

ま
す　
問
若
林
区
中
央
市
民
セ
ン
タ

ー
☎
282
・
１
１
７
３

仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
定
期
演
奏
会

◦
日
時‖

２
月
16
日
㈮
午
後
７
時
～
、

２
月
17
日
㈯
午
後
３
時
～　
◦
会
場

‖

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台　

◦
指
揮‖

渡
邊
一
正　
◦
ピ
ア
ノ‖

牛
田
智と
も

大は
る　

◦
曲
目‖

リ
ス
ト
「
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番
変
ホ
長
調
」
ほ

か　
◦
入
場
料（
全
席
指
定
）‖

S
席

５
千
円
ほ
か　
◦
未
就
学
児
は
入
場

で
き
ま
せ
ん　
問
仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
☎
225
・
3
9
3
４ 

講
座「
今
日
は
、堀
Ｄ
Ａ
Ｙ（
デ

ー
）
参
観
日
」

　
４
メ
ー
ト
ル
四
方
の
大
き
な
地
図

を
使
用
し
、
ク
イ
ズ
形
式
で
六
郷

堀
・
七
郷
堀
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

◦
日
時‖

2
月
17
日
㈯
午
後
１
時
半

～
３
時
半　
◦
会
場‖

若
林
区
中
央

市
民
セ
ン
タ
ー　
◦
定
員‖

30
人

〔
先
着
〕　
申
２
月
６
日
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
若
林
区
中
央
市
民
セ
ン

タ
ー
☎
282
・
１
１
７
３

エ
キ
ナ
カ
大
学
講
座　
　
　
　

 

◦
会
場‖

青
葉
の
風
テ
ラ
ス
（
地
下

鉄
国
際
セ
ン
タ
ー
駅
２
階
）　
◦
直

接
会
場
へ　
◦
内
容
等
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い　

問
エ
キ
ナ

カ
大
学
事
務
局
（
f
m
い
ず
み
内
）

☎
375
・
８
８
０
８
、
市
民
局
市
民
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
担
当
☎
214
・
１
０

８
９

ワ
ケ
ル
く
ん
バ
ス
で
行
く
！
環

境
施
設
見
学
会

◦
日
時‖

３
月
６
日
㈫
午
前
９
時
50

分
～
午
後
３
時　
◦
見
学
施
設‖

た

ま
き
さ
ん
サ
ロ
ン
～
新
港
リ
サ
イ
ク

ル
㈱　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い

の
方
25
人
〔
抽
選
〕　
◦
持
ち
物‖

昼
食
･
飲
み
物
･
筆
記
用
具
・
雨
具

◦
集
合
・
解
散‖

市
役
所
本
庁
舎
噴

水
前　
申
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
E
メ
ー
ル
に
参
加
者
全
員
（
１
通

に
つ
き
４
人
ま
で
）
の
申
込
時
の
必

要
事
項
を
記
入
し
て
２
月
20
日
（
必

着
）
ま
で
に
〒
980│

8671
家
庭
ご
み
減

量
課
☎
214
・
８
２
２
９
、
℻
214
・
８

２
７
７
、
E
メ
ー
ルkan007220
@
city.sendai.jp

消
費
生
活
講
座
「
今
日
か
ら
始

め
る
！
収
納
の
工
夫
術
」

◦
日
時‖

３
月
２
日
㈮
午
後
１
時
半

～
３
時
半　
◦
会
場‖

エ
ル
・
パ
ー

ク
仙
台　
◦
定
員‖

100
人
〔
抽
選
〕

◦
託
児
有
り
（
１
歳
以
上
の
未
就
学

児
。
要
申
し
込
み
）　
申
は
が
き
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル
（
件
名

に
「
消
費
生
活
講
座
申
し
込
み
」
と

記
入
）
に
申
込
時
の
必
要
事
項
と
託

児
の
有
無
を
記
入
し
て
２
月
23
日

（
必
着
）ま
で
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
〒
980│

8555
（
住
所
記
入
不
要
）
☎

268
・
7
0
4
0
、
℻
268
・
8
3
0
9
、

E
メ
ー
ルsim

004140@
city.se

ndai.jp

）

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
５
感
で
楽

し
む
若
林
・
ま
ち
歩
き

◦
日
時

∥

３
月
15
日
㈭
午
前
９
時
半

～
正
午　
◦
内
容

∥

地
下
鉄
長
町
一

丁
目
駅
を
出
発
し
、
旅た
び
立だ
ち
稲
荷
神
社

や
若
林
城
跡
（
現
宮
城
刑
務
所
）
な

ど
、
伊
達
政
宗
公
ゆ
か
り
の
地
を
散

策
し
ま
す　
◦
定
員

‖

20
人
〔
抽

選
〕　
◦
費
用

‖

500
円
（
保
険
料
等
）

申
往
復
は
が
き
に
申
込
時
の
必
要
事

項
を
記
入
し
て
２
月
20
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
984│

8601
（
住
所
記
入
不

要
）
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
５
感
で
楽

し
む
若
林
実
行
委
員
会
（
若
林
区

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
内
）
☎
282
・

１
１
１
１

料‖

１
単
位
に
つ
き
１
７
５
０
円

（
教
材
費
等
は
実
費
）　
◦
募
集
期
間

‖

３
月
22
日
～
27
日
午
前
９
時
～
午

後
４
時
（
必
着
）　
申
仙
台
大
志
高

等
学
校
で
配
布
（
平
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
）
す
る
募
集
要
項
の
申
込

書（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

sendai-c.ed.jp/~taishi/

か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
郵
送
に
よ
る

請
求
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
で　
問
仙
台

大
志
高
等
学
校
（
〒
983│

0842
宮
城
野

区
五
輪
１│

４│

10
☎
257
・
０
９
８

６
）

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

の
年
間
予
約
希
望
団
体
を
募
集

し
ま
す

　
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
人
が
集
ま
り
、

生
き
づ
ら
さ
や
体
験
を
分
か
ち
合
う

会
合
「
自
助
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
定

期
的
に
開
く
た
め
に
、
エ
ル
・
パ
ー

ク
仙
台
、
エ
ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台
の
有

料
の
貸
室
の
年
間
予
約
を
希
望
す
る

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

◦
利
用
期
間‖

4
月
１
日
㈰
～
平
成

31
年
３
月
31
日
㈰　
◦
対
象‖

次
の

全
て
の
項
目
を
満
た
す
自
助
団
体
①

市
内
を
拠
点
に
男
女
共
同
参
画
を
推

進
し
、
男
女
平
等
の
ま
ち
の
実
現
に

向
け
て
活
動
す
る
②
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る

内
容
で
、
通
年
開
催
す
る
③
新
し
い

メ
ン
バ
ー
の
受
け
入
れ
が
可
能　
◦

会
場
使
用
料
は
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す　
◦
詳
し
く
は
、
２
月
６
日
か

ら
エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台
、
エ
ル
・
ソ

ー
ラ
仙
台
で
配
布
す
る
募
集
要
項
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い　
申
募
集
要
項
に
添
付
の

申
込
書
で
３
月
10
日
（
必
着
）
ま
で

に　
問
エ
ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台
☎
268
・

８
３
０
２

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

市
民
活
動
用
ロ
ッ
カ
ー
等
利
用

団
体
募
集

◦
応
募
資
格‖

主
に
市
内
を
拠
点
と

し
て
男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
す
る

活
動
を
行
う
団
体　
◦
貸
出
場
所
／

募
集
数‖

エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台
／
88

団
体
、
エ
ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台
／
30
団

体
〔
い
ず
れ
も
抽
選
〕　
◦
内
容‖

ロ
ッ
カ
ー
お
よ
び
印
刷
機
な
ど
が
使

用
可
能
な
作
業
ス
ペ
ー
ス
の
利
用　

◦
利
用
期
間‖

4
月
上
旬
～
平
成
31

年
３
月
31
日　
申
２
月
６
日
か
ら
エ

ル
・
パ
ー
ク
仙
台
、
エ
ル
・
ソ
ー
ラ

仙
台
で
配
布
す
る
申
込
書
で
３
月
10

日（
必
着
）ま
で
に　
問
エ
ル・パ
ー

ク
仙
台
☎
268
・
8
３
０
０
、
エ
ル
・

ソ
ー
ラ
仙
台
☎
268
・
8
０
４
１

せ
ん
だ
い
食
の
安
全
サ
ポ
ー
タ

ー
募
集

◦
活
動
期
間‖

５
月
～
平
成
31
年
３

月　
◦
活
動
内
容‖

サ
ポ
ー
タ
ー
会

議
、
移
動
研
修
等
へ
の
参
加
、
市
が

作
成
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
市
の
食

品
安
全
施
策
へ
の
意
見
提
出
等　
◦

対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
で
平
成
29

年
度
に
せ
ん
だ
い
食
の
安
全
サ
ポ
ー

講
座
・
催
し

日
時

内
容

2/7㈬
19:00～20:00（受け付けは18:30～）

世
界
に
誇
る
伝
統
的
発
酵
食
品

み
そ
を
学
ぶ

2/14㈬

自
然
災
害
か
ら
い
の
ち
を
守
る

防
災
力
ア
ッ
プ
の
７
つ
の
習
慣

2/21㈬

ふ
う
ど
ば
ん
く
東
北
Aあ
が

い

ん

G
A
I
N

の
活
動
紹
介
と
、
全
国
初
「
フ
ー

ド
バ
ン
ク
×
障
害
者
の
就
労
支

援
」
の
取
り
組
み

2/28㈬

肩
こ
り
腰
痛
と
オ
サ
ラ
バ
！
ツ
ボ

と
ス
ト
レ
ッ
チ
講
座

仙台市市民文化事業団のお知らせ

申・問①仙台銀行ホール　イズミティ21☎375･3101
②④仙台市市民文化事業団〒981-0904青葉区旭ケ丘
3-27-5☎727･1872③⑤せんだい演劇工房1

テ ン
0-B

ボ ッ ク ス
OX

☎782･7510、http://ｗｗw.gekito.jp/

①仙台銀行ホール　イズミティ21子ども向けロビー
イベント「楽しいおやとこのファミリーコンサート」
●日時‖２月７日㈬13:30～14:15　●内容‖ハンド
ベル演奏、パネル動物クイズなど　●直接会場へ
②街かどコンサート

●直接会場へ
③「せんだい短編戯曲賞」募集
●受付期間‖３月１日㈭～31日㈯　●対象作品‖平
成28年３月11日以降に書かれ、上演時間がおおむね
60分（400字詰め原稿用紙で約100枚）を上限とする
日本語による戯曲  ●詳細はホームページをご覧いた
だくか、お問い合わせください
④コンサートマスターと入賞者が語る仙台国際音楽コ
ンクール
●日時‖３月２日㈮19:00～　●会場‖日立システム
ズホール仙台　●定員‖250人〔抽選〕　●内容‖西本
幸弘（バイオリン）と北

きたばた
端祥

よし
人
と

（ピアノ／第６回コン
クール入賞）によるトークとコンサート　●３歳未満
入場不可　申往復はがきに申込時の必要事項を記入し
て２月20日（必着）までに
⑤能のおけいこ体験講座

●会場‖能-B
ボックス
OX　●定員‖各15人程度〔先着〕　申

２月６日10:00から電話で。ホームページからも申し
込めます

講座名 日時 講師 費用

喜多流「高砂」の
謡
うたい
と仕

し
舞
まい

3/5㈪・7㈬、4/3㈫・
4㈬、5/16㈬・17㈭

（全６回）
13:00～15:00

喜多流
能楽師・
佐藤寛泰氏

10,000
円

金
こんぱる
春流「八島」（強

吟）、「草
そう
紙
し
洗
あらい
小
こ
町
まち
」

（和吟）の謡と仕舞

3/4、4/8・22、
5/20、6/10、7/1
各日曜日（全６回）
10:30～12:00

金春流
能楽師・
本
もと
屋
や
禎
よし
子
こ
氏
3,000
円

日時 タイトル 会場 定員

2/17㈯
10:30～11:30

すみわたる音色、ト
リオで聴くフルー
トのハーモニー

のびすく宮城野 150人
〔先着〕

2/19㈪
10:30～11:30

親子で楽しい、うた
とピアノの宝箱 榴岡児童館 70人

〔先着〕

2/23㈮
15:30～16:30

いろいろな楽器が
大集合！　世界を
旅するコンサート

北中山児童セン
ター

200人
〔先着〕

2/25㈰
14:00～15:00

本堂に響く！　ア
ンサンブルの調べ

福
ふくじゅ
聚院（太白区

門前町8-22）
100人
〔先着〕

3/3㈯
14:00～15:00

男声合唱でお贈り
りする美しいハー
モニー

貝ケ森市民セン
ター

90人
〔先着〕
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仙台市政だより　30.２. 1 仙台市政だより　30.２. 1

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入 お知らせの見方は10ページ参照。ファクス番号が未掲載の場合は、広報課FAX211・1921へお問い合わせください

のびすくの催し
■のびすく仙台☎726･6181、FAX214･5071

内容 日時 対象等 受付
やさしいフラ（音楽に
合わせてフラダンス
を踊ります）

2/9㈮
10:30～11:30

乳幼児の保護者（子ど
もと一緒の参加も可）

直接
会場へ

グループ相談「ひと
り親の子育て」（子育
てや仕事のことなど
を話し合います）

2/24㈯
10:00～11:30

乳幼児の保護者（託
児有り。６カ月～未
就学児。１人300円）

2/7
9:30
～

■のびすく宮城野☎352･9813、FAX352･9812
内容 日時 対象 受付

おはなしジャンプ
（宮城野図書館との
合同お話し会です）

2/20㈫
10:30～10:50、
11:00～11:20

乳幼児と保護者 直接
会場へ

２月のお誕生会 2/26㈪
10:30～11:10

２月生まれの
乳幼児と保護者

■のびすく若林☎282･1516、FAX282･1609
内容 日時 対象 受付

グループ相談「子どもの病
気とケガ」（小児科医が相
談に応じます）

2/16㈮
14:00～
15:00

乳幼児の保護者
10人〔先着〕

（子どもと一緒の
参加も可）

2/6
9:00
～

新米パパママ講座「わらべ
うたベビーマッサージ」

2/18㈰
10:30～
11:30

０歳児と初めて
子育てをする

保護者８組〔先着〕

2/7
9:00
～

■のびすく長町南☎399･7705、FAX399･7706
内容 日時 対象 受付

ヨガっこマザー（産後ヨガ
をします）

2/15㈭
10:30～11:30

７カ月～１歳未
満の乳児と母親
５組〔先着〕

2/8
9:30
～

パパ1
イレブン
1 ―お父さん出番で

すよ（子どもと一緒に音楽
に合わせて体を動かします）

2/24㈯
11:00～11:45

１歳未満の乳児
と父親

11組〔先着〕

2/17
9:30
～

●直接会場へ。★の申往復はがきに申込時の必要事項を記入して
２月19日（必着）までに宮城野区中央市民センター「講座申込
係」（〒983-0842宮城野区五輪2-12-70）

こ
の
音
し
っ
て
る
？
音
×
生
き

も
の
展

◦
日
時

∥

２
月
23
日
㈮
～
３
月
５
日

㈪
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分

（
閉
庁
日
を
除
く
）　
◦
会
場

∥

市
役

所
本
庁
舎
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル

◦
内
容

∥

仙
台
に
ゆ
か
り
の
あ
る
生

き
物
の
写
真
や
鳴
き
声
な
ど
を
通
し
、

生
物
多
様
性
に
つ
い
て
考
え
ま
す　

問
環
境
共
生
課
☎
214
・
０
０
１
３

市
民
医
学
講
座
「
の
ば
そ
う
！

健
康
寿
命
『
ロ
コ
モ
』
知
っ
て

ま
す
か
？
」

◦
日
時‖

２
月
15
日
㈭
午
後
１
時
半

～
２
時
半　
◦
会
場‖

急
患
セ
ン
タ

ー　
◦
直
接
会
場
へ
。
駐
車
場
は
利

用
で
き
ま
せ
ん　
問
健
康
政
策
課
☎

214
・
８
５
２
６

ア
ニ
パ
ル
仙
台
の
催
し
　
　
　 

ア
ニ
パ
ル
仙
台
出
身
猫
の
「
し
っ
ぽ

ゆ
ら
ゆ
ら
写
真
展
」

　
譲
渡
さ
れ
た
猫
た
ち
が
、
家
庭
で

幸
せ
に
過
ご
し
て
い
る
様
子
を
撮
影

し
た
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

◦
日
時‖

２
月
22
日
㈭
～
３
月
９
日

㈮
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）

犬
の
適
正
飼
養
推
進
セ
ミ
ナ
ー
「
愛

犬
と
の
楽
し
い
暮
ら
し
方
講
座
―
犬

も
人
も
褒
め
て
ハ
ッ
ピ
ー
！
」

◦
日
時‖

２
月
21
日
㈬
午
前
10
時
半

～
正
午　
◦
定
員‖

18
組
（
う
ち

８
組
は
犬
を
連
れ
た
方
）〔
先
着
〕

■のびすく泉中央☎772･7341、FAX375･0671
内容 日時 対象 受付

２・３歳児タイム―まめっち
ょ（体を動かして遊びます）

2/20㈫
14:00～15:00

２・３歳児と
保護者 直接

会場
へ２月のお誕生会 2/22㈭

10:30～11:00
２月生まれの
乳幼児と保護者

せんだいメディアテークの催し
■音声パソコンステップアップ講座
●日時‖２月17日㈯・18日㈰（全２回）13:00～
16:30　●内容‖無料のオンライン通話ソフト「ス
カイプ」の活用講座　●対象∥視覚に障害がある
方で、音声環境でW

ウ ィ ン ド ウ ズ
indowsパソコンを使用して

いる方10人〔抽選〕　申電話で２月10日までに
■アートノード・ミーティング　仙台でアートの
現場をつくる
●日時‖２月18日㈰16:00～18:00　●内容‖地
域で展開するアートプロジェクト・アートノード
事業のトークシリーズ「T

ト ー ク
ALK」を企画運営する

皆さんをお招きし、仙台の文化・アートの今後に
向けた効果や課題を参加者の皆さんと話し合いま
す　●直接会場へ
■星空と路

みち
―上映室「暮らしの行き先」

●日時‖２月24日㈯10:00～19:00、２月25日㈰
10:00～19:10　●内容‖「３月11日をわすれな
いためにセンター」の活動参加者が記録した、東
日本大震災に関わる映像を上映します　●直接会
場へ
■星空と路―資料室
●期間‖２月24日㈯～４月22日㈰　●内容‖「３
月11日をわすれないためにセンター」の活動参加
者による、震災から７年を迎えた今の記録や試み
などを紹介する展示　●直接会場へ
■せんだいデザインリーグ2018　卒業設計日本
一決定作品展示
●日時‖３月４日㈰～11日㈰10:00～19:00（最
終日は15:00まで）　●内容‖建築を学ぶ学生に
よる卒業設計の日本一を決める大会の入賞作品・
出展作品の展示　●直接会場へ

問宮城野区文化センター☎257･1213

宮城野区文化センターの催し
■みやぶん写真展「宮城野区の風景」
●期間‖２月14日㈬～18日㈰　●内容‖仙台第三高等学校の生
徒が撮影した、宮城野区の風景写真の展示　
■ミュージック・フロム・パトナ「かなしみ・よろこび」
●日時‖２月20日㈫19:00～　●出演

‖

高橋和貴（バイオリン）、
三
み

輪
わ

郁
いく

（ピアノ）ほか　●曲目

‖

シューマン「ピアノ五重奏曲作
品44」ほか　●入場料（全席指定）

‖

一般3,000円、ペア5,500円、
学生1,500円　●チケットは宮城野区文化センター、市内プレイ
ガイドにて販売中　
■震災復興交流事業【展示】

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
講
座

◦
日
時‖

３
月
９
日
㈮
・
23
日
㈮

（
全
２
回
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

◦
会
場‖

宮
城
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◦
内
容‖

傾
聴
の
実
践
、
易
し
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど　
◦
対
象‖

市
内

に
お
住
ま
い
か
お
勤
め
の
18
歳
以
上

の
方
24
人
〔
抽
選
〕　
申
往
復
は
が

き
に
申
込
時
の
必
要
事
項
を
記
入
し

て
２
月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に
宮
城

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
〒
989│

3125
青

葉
区
下
愛
子
字
観
音
堂
27│

１
☎

392
・
６
３
８
２
）

お
た
が
い
さ
ま
の
子
育
て
サ
ロ

ン◦
日
時‖

２
月
22
日
㈭
午
前
10
時
～

11
時
半　
◦
会
場‖

宮
城
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー　
◦
内
容‖

バ
ラ
ン
ス
ボ

ー
ル
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
の
０
歳
～
３
歳
の

乳
幼
児
と
保
護
者
16
組
〔
先
着
〕　

◦
持
ち
物‖

飲
み
物
。
動
き
や
す
い

服
装
で　
申
２
月
６
日
午
前
９
時
か

ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
申
込
時

の
必
要
事
項
を
記
入
）
で
。
直
接
施

設
も
可　
申
・
問
宮
城
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
☎
392
・
６
３
８
２
、
℻
392
・

７
７
３
６

ひ
き
こ
も
り
地
域
相
談
会
　
　 

◦
日
時‖

①
2
月
16
日
㈮
②
３
月
１

日
㈭
午
後
２
時
～
５
時　
◦
会
場‖

①
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
②
障
害

者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー　
◦
内
容‖

日時 内容等 会場

3/3
㈯

10:00～13:00 みやぎの防災・減災ひろば（防災ゲームや防災カルタなど）
宮城野区中央
市民センター

10:30～12:00、
13:30～15:00 被災地応援上映会「ラジオ」 宮城野図書館

13:30～16:00
★講演会「遺跡から探る災害の歴史」
◦定員 ‖80人〔抽選〕　◦講師 ‖仙台
段差崖会・木村浩二氏

宮城野区中央
市民センター

14:00～15:00 みやぎの「花は咲く」コンサート2018
宮城野区
文化センター14:00～15:30 朗読のつどい

3/4
㈰

11:00～12:00 朗読劇「ファミリーツリー」

13:30～15:30 原
はら
カフェ2018（宮城野カルタや防災・

減災について学ぶコーナー）
宮城野区中央
市民センター

申・問せんだいメディアテーク☎713･4483

期日 内容 会場
3/2㈮・
3㈯

あなたの思いをつたえよう―飾りの制作や展
示、スライド上映

原町児童館、
のびすく宮城野

3/2㈮～
4㈰

R
リ
E:プロジェクト―宮城野区の地域紹介

宮城野区中央
市民センター

南蒲生地区定点観測―比較写真から見る南蒲生
みんなでつくるここの地図―仙台市東部沿岸地
域を見つめる

■震災復興交流事業【講座・イベント】

◦
参
加
す
る
犬
は
登
録
と
狂
犬
病
予

防
注
射
等
が
済
ん
で
お
り
、
他
の
犬

や
人
に
攻
撃
性
が
な
い
こ
と
。
メ
ス

の
場
合
は
発
情
中
で
な
い
こ
と　
申

２
月
７
日
午
前
８
時
半
か
ら
電
話
で

猫
の
譲
渡
促
進
月
間

　
保
護
さ
れ
た
猫
を
譲
渡
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
申
・
問
ア
ニ
パ
ル
仙
台

☎
258
・
1
6
2
6

講
話
「
視
覚
障
害
者
・
弱
視
者

の
現
況
と
支
援
に
つ
い
て
」

◦
日
時‖

２
月
27
日
㈫
午
後
２
時
～

３
時
半　
◦
会
場‖

宮
城
野
区
中
央

市
民
セ
ン
タ
ー
２
階　
◦
内
容‖
視

覚
障
害
の
あ
る
方
の
読
書
環
境
と
情

報
環
境
の
現
況
に
つ
い
て
の
講
話　

◦
定
員‖

30
人
〔
先
着
〕　
申
２
月

６
日
午
前
10
時
か
ら
電
話
で
宮
城
野

図
書
館
☎
256
・
７
３
６
１

生
活
支
援
講
座
「
災
害
時
の
準

備
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

◦
日
時‖

２
月
22
日
㈭
午
後
１
時
半

～
３
時　
◦
会
場‖

太
白
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー　
◦
対
象‖

市
内
に
お

住
ま
い
の
障
害
の
あ
る
方
（
難
病
含

む
）
と
家
族
、
障
害
者
福
祉
活
動
に

関
心
の
あ
る
方
15
人
〔
先
着
〕　
申

２
月
６
日
午
前
10
時
か
ら
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
（
申
込
時
の
必
要
事
項

を
記
入
）
で
。
直
接
施
設
も
可　

申
・
問
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
ハ

ン
ズ
太
白
☎
308
・
８
８
３
４
、
℻

308
・
８
８
０
３

お
持
ち
帰
り
フ
ェ
ア
　
　
　
　 

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
供
さ
れ
た

日
用
雑
貨
な
ど
を
、
持
ち
帰
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◦
日
時‖

２
月
10
日
㈯
・
11
日
㈷
午

前
９
時
～
午
後
４
時
半　
◦
会
場‖

今
泉
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ　
◦
提
供

内
容‖

食
器
、日
用
品
、バ
ッ
グ
な
ど

各
日
約
400
点
（
い
ず
れ
も
リ
サ
イ
ク

ル
品
）　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま

い
の
18
歳
以
上
の
方　
◦
持
ち
帰
り

は
各
日
１
人
１
点
ま
で　
◦
両
日
と

も
提
供
品
が
無
く
な
り
次
第
終
了　

問
今
泉
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
289
・

６
４
０
１

森
林
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座  

　
森
林
の
役
割
や
林
業
の
現
状
・
課

題
、
森
林
作
業
な
ど
を
学
び
ま
す
。

◦
期
間‖

4
月
～
平
成
31
年
2
月

（
全
11
回
。
各
回
土
曜
日
（
一
部
平

日
）
を
予
定
）　
◦
会
場‖

市
有
林

（
太
白
区
坪
沼
字
大
八
上
ほ
か
）、
生

出
・
根
白
石
市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か　

◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
の
18
歳

以
上
の
方
で
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
指
導
者
と
し
て
の
活
動
に
関
心
の

あ
る
方
20
人
〔
選
考
〕　
◦
費
用‖

２
万
９
千
円
程
度
（
講
習
代
等
）

申
区
役
所
総
合
案
内
、
総
合
支
所
、

各
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配

布
す
る
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
で
3
月

９
日
（
必
着
）
ま
で
に　
問
農
林
土

木
課
☎
214
・
8
2
6
4

地
域
福
祉
講
座
「
健
康
講
話
」

◦
日
時‖

２
月
16
日
㈮
午
前
10
時
～

11
時
半　
◦
会
場‖

宮
城
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー　
◦
内
容‖

食
生
活
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど　
◦
対
象‖

市
内
に
お

住
ま
い
か
お
勤
め
の
方
24
人〔
先
着
〕

申
２
月
７
日
午
前
９
時
か
ら
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
（
申
込
時
の
必
要
事

項
を
記
入
）
で
。
直
接
施
設
も
可　

申
・
問
宮
城
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎

392
・
６
３
８
２
、
℻
392
・
７
７
３
６

日
時

持
ち
物
な
ど

2/1㈭～28㈬（土・
日曜日、祝休日を除く）

9:00～15:00
◦
持
ち
物

‖

印
鑑
・
キ
ャ
リ

ー
ケ
ー
ス
・
記
入
済
み
の
猫

譲
渡
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）・
賃
貸
住
宅
や

集
合
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方

は
ペ
ッ
ト
の
飼
育
が
可
能
で

あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
書

類　
◦
直
接
会
場
へ

「
成
人
期
の
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ

る
当
事
者
へ
の
理
解
と
対
応
」
と
題

す
る
講
話
と
個
別
相
談
（
１
人
30
分

程
度
）　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま

い
で
、
引
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
方

の
家
族
各
30
人
〔
先
着
〕　
申
２
月

６
日
午
前
９
時
か
ら
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
（
申
込
時
の
必

要
事
項
と
希
望
日
を
記
入
）
で
仙
台

市
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
285
・
３
５
８
１
、
℻
285
・
７
５
０

５
、
E
メ
ー
ルw

atage_fuw
a@

yahoo.co.jp　

問
障
害
者
支
援
課

☎
214
・
８
１
６
５

障
害
に
よ
る
差
別
解
消
を
考
え

る
コ
コ
ロ
ン
・
カ
フ
ェ

　
「
障
害
理
解
サ
ポ
ー
タ
ー
の
輪
を

広
げ
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
合

い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◦
託
児
（
未
就
学
児
）・
手
話
通
訳
・

点
字
資
料
等
が
必
要
な
場
合
は
各
開

催
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い　
申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
（
申
込
時
の
必
要
事
項
と

参
加
希
望
日
を
記
入
）
で
3
月
２
日

ま
で
に　
申
・
問
障
害
企
画
課
☎

214
・
8
1
6
3
、
℻
223
・
3
5
7
3
、

Ｅ
メ
ー
ルfuk005330＠

city.sen
dai.jp

日
時

会
場

3/10
㈯

14:00～
16:00

市
役
所
本
庁
舎
８
階
ホ

ー
ル

3/14
㈬

福
祉
プ
ラ
ザ

※いずれも申・問電話または直接施設へ



2021

２
月
の
お
知
ら
せ

２
月
の
お
知
ら
せ

仙台市政だより　30.２. 1 仙台市政だより　30.２. 1

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入 お知らせの見方は10ページ参照。ファクス番号が未掲載の場合は、広報課FAX211・1921へお問い合わせください

難
病
医
療
相
談
会
　
　
　
　
　 

◦
直
接
会
場
へ　
問
障
害
者
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
771
・
６
５
１
１

社
会
生
活
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
講
座

「
障
害
年
金
に
つ
い
て
―
申
請

の
手
続
き
を
知
ろ
う
」

◦
日
時‖

２
月
22
日
㈭
午
後
１
時
半

～
３
時　
◦
会
場‖

宮
城
野
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー　
◦
対
象‖

障
害
の

あ
る
方
と
家
族
20
人
〔
先
着
〕　
申

２
月
８
日
午
前
８
時
半
か
ら
電
話
ま

た
は
E
メ
ー
ル
（
申
込
時
の
必
要
事

項
を
記
入
）
で
障
害
者
相
談
支
援
事

業
所
ハ
ン
ズ
宮
城
野
☎
295
・
７
４
４

０
、
E
メ
ー
ルhands-m

i2@
shi

nsyou-sendai.or.jp

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
「
障

害
理
解
を
深
め
よ
う
」

◦
日
時‖

２
月
17
日
㈯
午
前
９
時
半

～
午
後
０
時
半　
◦
会
場‖

宮
城
野

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　
◦
内
容‖

車
い
す
の
介
助
方
法
や
、
障
害
の
あ

る
方
と
接
す
る
上
で
必
要
な
こ
と
に

つ
い
て　
◦
対
象‖

障
害
福
祉
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

10
人
〔
先
着
〕　
申
２
月
６
日
午
前

８
時
半
か
ら
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（
申
込
時
の
必
要
事
項
を
記
入
）
で

障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
ハ
ン
ズ
宮

城
野
☎
295
・
７
４
４
０
、
E
メ
ー
ル

hands-m
i2@
shinsyou-senda

i.or.jp

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
の
た
め

の
社
会
生
活
教
室

申
電
話
で
①
２
月
13
日
②
３
月
６
日

ま
で
に
仙
台
市
視
覚
障
害
者
福
祉
協

会
☎
213
・
５
８
１
１

障
害
の
あ
る
方
の
ス
キ
ー
教
室 

◦
日
時‖

２
月
18
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午　
◦
会
場‖

み
や
ぎ
蔵
王
え
ぼ

し
リ
ゾ
ー
ト
（
刈
田
郡
蔵
王
町
遠
刈

田
温
泉
倉
石
岳
国
有
林
内
）　
◦
対

象‖

市
内
に
お
住
ま
い
で
障
害
の
あ

る
方
５
人
〔
抽
選
〕　
◦
持
ち
物‖

ス
キ
ー
用
具
。
ス
キ
ー
が
で
き
る
服

装
で　
申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
（
申
込
時
の
必
要
事
項
と

年
齢
を
記
入
）
で
２
月
16
日
ま
で
に

仙
台
市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
☎

236
・
８
６
９
０
、
℻
236
・
８
６
９
１
、

Ｅ
メ
ー
ルsdsa@

pop21.odn.n
e.jp視

覚
障
害
者
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ミ
ニ
講
座

◦
日
時‖

２
月
28
日
㈬
午
前
10
時
～

正
午　
◦
会
場‖

旭
ケ
丘
市
民
セ
ン

タ
ー　
◦
内
容‖

視
覚
障
害
の
あ
る

方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
の
講
義

と
実
技　
◦
定
員‖

20
人
〔
先
着
〕

◦
持
ち
物‖

筆
記
用
具
。
動
き
や
す

い
服
装
で　
申
２
月
６
日
午
前
９
時

か
ら
電
話
で
仙
台
市
中
途
視
覚
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
212
・
１
１
３
１ 

知
的
障
害
の
あ
る
方
の
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室

◦
日
時‖

２
月
25
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
１
時　
◦
会
場‖

太
白
区
中
央

市
民
セ
ン
タ
ー　
◦
対
象‖

市
内
に

お
住
ま
い
で
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の

15
歳
以
上
の
方
（
在
学
中
の
方
を
除

く
）16
人〔
抽
選
〕。
付
き
添
い
可　

◦
費
用‖

900
円
（
付
き
添
い
の
方
は

500
円
）　
申
電
話
で
２
月
10
日
ま
で

に
仙
台
市
知
的
障
害
者
関
係
団
体
連

絡
協
議
会
☎
211
・
5
0
3
0
、
℻

211
・
7
0
7
1

身
体
障
害
者
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
教
室
「
市
内
散
策
教
室
」

◦
日
時‖

３
月
９
日
㈮
午
前
10
時
～

午
後
４
時　
◦
内
容‖

仙
台
う
み
の

杜
水
族
館
を
訪
れ
ま
す　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
の
身
体
に
障
害
の

あ
る
方
と
そ
の
介
添
人
15
人
〔
抽

選
〕　
◦
費
用‖

１
人
１
５
０
０
円

（
バ
ス
代
お
よ
び
水
族
館
入
館
料
）

◦
持
ち
物‖

昼
食
代
・
身
体
障
害
者

手
帳　
◦
集
合
・
解
散‖

地
下
鉄
荒

井
駅　
申
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民

の
へ
や
、
仙
台
市
障
害
者
福
祉
協
会

な
ど
で
配
布
す
る
申
込
書
で
３
月
１

日
（
必
着
）
ま
で
に　
問
仙
台
市
障

害
者
福
祉
協
会
☎
266
・
０
２
９
４
、

℻
266
・
０
２
９
２

健
康
フ
ェ
ア
―
も
の
忘
れ
フ
ォ

ー
ラ
ム

◦
日
時‖

２
月
25
日
㈰
午
前
11
時
～

午
後
３
時
半　
◦
会
場‖

シ
ル
バ
ー

セ
ン
タ
ー　
◦
内
容‖

①
市
民
劇
団

に
よ
る
朗
読
劇
と
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
②
専
門
医
に
よ
る
、
認

知
症
に
つ
い
て
の
講
演　
◦
定
員‖

各
100
人
〔
先
着
〕　
◦
健
康
相
談
会
、

薬
草
茶
試
飲
会
な
ど
も
あ
り
ま
す　

申
２
月
６
日
午
前
11
時
か
ら
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル
に
申
込
時
の
必

要
事
項
を
記
入
し
て
（
①
②
両
方
へ

の
申
し
込
み
可
）
仙
台
市
薬
剤
師
会

℻
391
・
７
０
８
８
、
Ｅ
メ
ー
ルjim

u
@
senyaku.or.jp　

問
地
域
包
括

ケ
ア
推
進
課
☎
214
・
８
３
１
７ 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ

ー
ト

◦
日
時‖

２
月
10
日
㈯
午
前
10
時
半

～
11
時
半　
◦
会
場‖

若
林
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー　
◦
内
容‖

障
害
の

あ
る
方
に
よ
る
ピ
ア
ノ
伴
奏
入
り
合

奏
団
の
演
奏
会　
◦
直
接
会
場
へ　

問
若
林
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎

294
・
０
４
５
０

仙
台
市
健
康
福
祉
事
業
団
の
催

しテ
ー
マ
別
介
護
講
座
「
認
知
症
当
事

者
か
ら
の
話
」「
認
知
症
を
正
し
く
理

解
し
、
職
場
や
地
域
で
支
え
よ
う
」

◦
日
時‖

３
月
６
日
㈫
午
前
10
時
～

正
午　
◦
定
員‖

60
人
〔
先
着
〕　

◦
費
用‖

103
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）　

◦
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

兼
ね
て
い
ま
す

知
っ
て
役
立
つ
福
祉
用
具
講
座
「
認

知
症
の
方
の
生
活
を
助
け
る
福
祉
用

具
を
体
験
し
よ
う
！
」

◦
日
時‖

３
月
13
日
㈫
午
前
10
時
半

～
11
時
半　
◦
定
員‖

15
人
〔
先

着
〕

※
い
ず
れ
も
◦
会
場‖

シ
ル
バ
ー
セ

ン
タ
ー　
申
２
月
６
日
午
前
９
時
か

ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー

ル
（
申
込
時
の
必
要
事
項
を
記
入
）

で
仙
台
市
健
康
福
祉
事
業
団
☎
215
・

３
７
１
１
、
℻
215
・
３
７
１
８
、
E

メ
ー
ルsenkaigo@

nifty.com

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
催
し
　 

①
シ
ニ
ア
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
運
動
教

室◦
日
時‖

2
月
8
日
～
３
月
１
日
の

毎
週
木
曜
日
ア
午
前
9
時
半
～
10
時

半
イ
午
前
10
時
半
～
11
時
半
ウ
午
前

11
時
20
分
～
午
後
０
時
20
分
（
当
日

午
前
8
時
45
分
か
ら
２
階
事
務
室
で

整
理
券
を
配
布
。
受
け
付
け
は
各
開

始
時
刻
の
30
分
前
か
ら
10
分
前
ま
で
。

同
日
は
１
人
１
回
の
参
加
に
限
り
ま

す
）　
◦
会
場‖

健
康
増
進
セ
ン
タ

ー　
◦
内
容‖

健
康
づ
く
り
や
介
護

予
防
の
た
め
の
運
動
実
技　
◦
対
象

‖

市
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤
め
の
お

お
む
ね
60
歳
以
上
の
運
動
可
能
な
方

ア
ウ
各
40
人
イ
各
25
人
〔
先
着
〕

◦
費
用‖

各
510
円　
◦
持
ち
物‖

運

動
着
・
運
動
靴
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物

②
ご
は
ん
dでe
健
康
セ
ミ
ナ
ー
―
お

い
し
く
食
べ
て
肥
満
予
防
！

◦
日
時‖

３
月
２
日
㈮
・
３
日
㈯
午

前
10
時
～
午
後
１
時　
◦
会
場‖

健

康
増
進
セ
ン
タ
ー　
◦
内
容‖

普
段

の
食
事
で
気
を
付
け
る
ポ
イ
ン
ト
を

ミ
ニ
講
話
や
調
理
実
習
を
通
し
て
学

び
ま
す　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま

い
か
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
18
歳
以

上
の
方
各
15
人
〔
抽
選
〕（
申
し
込

み
人
数
が
10
人
未
満
の
場
合
は
実
施

し
ま
せ
ん
）　
◦
費
用‖

各
１
０
１ 

０
円

③
健
康
づ
く
り
講
演
会
「
眠
り
が
つ

く
る
カ
ラ
ダ
と
コ
コ
ロ
」

◦
日
時‖

３
月
18
日
㈰
午
前
10
時
半

～
正
午　
◦
会
場‖

シ
ル
バ
ー
セ
ン

タ
ー　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い

か
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
100
人

〔
先
着
〕 

申
①
直
接
会
場
へ
②
は
が
き
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
申
込
時
の

必
要
事
項
と
年
齢
、
参
加
希
望
日
を

記
入
し
て
２
月
18
日
（
必
着
）
ま
で

に
。
直
接
施
設
も
可
③
２
月
６
日
午

前
10
時
か
ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
ー
ル
（
申
込
時
の
必
要
事
項
を

記
入
）
で
。
直
接
施
設
も
可

※
い
ず
れ
も
申
・
問
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
（
〒
981│

3133
泉
区
泉
中
央
２│

24│

１
☎
374
・
６
６
６
１
、
℻
374
・

６
６
６
４
、
E
メ
ー
ルshpc-oub
o@
road.ocn.ne.jp

）

中
途
失
聴
・
難
聴
の
方
の
生
活

訓
練
（
要
約
筆
記
付
き
）

◦
日
時‖

２
月
24
日
㈯
午
後
２
時
～

４
時　
◦
会
場‖

福
祉
プ
ラ
ザ　
◦

内
容‖

「
難
聴
者
の
心
理
―
よ
り
よ

い
精
神
的
健
康
の
た
め
に
」
と
題
し

た
講
演　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま

い
の
中
途
失
聴
・
難
聴
の
方
20
人

〔
先
着
〕　
申
２
月
６
日
午
前
10
時
か

ら
フ
ァ
ク
ス
に
氏
名
、
性
別
、
聴
力

（
補
聴
器
使
用
の
有
無
）、
年
代
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
記
入
し

て
み
や
ぎ
・
せ
ん
だ
い
中
途
失
聴
者

協
会
℻
774
・
１
８
４
６　
問
仙
台
市

障
害
者
福
祉
協
会
☎
266
･
0
2
9
4
、

℻
266
・
０
２
９
２

知
的
障
害
の
あ
る
方
の
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

◦
日
時‖

２
月
24
日
㈯
午
前
９
時
半

～
10
時
半
、
11
時
～
正
午　
◦
会
場

‖

福
祉
プ
ラ
ザ　
◦
対
象‖
市
内
に

お
住
ま
い
で
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の

15
歳
以
上
の
方
（
在
学
中
の
方
を
除

く
）
各
10
人
〔
抽
選
〕。
付
き
添
い

可　
◦
費
用‖

各
１
６
０
０
円　
申

電
話
で
２
月
10
日
ま
で
に
仙
台
市
知

的
障
害
者
関
係
団
体
連
絡
協
議
会
☎

211
・
5
0
3
0
、
℻
211
・
7
0
7
1

日
時

内
容
等

会
場

定
員

2/25㈰
13:00～
16:00

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ

ィ
ー
治
療
薬
の

研
究
開
発
の
現

状
に
関
す
る
講

演
と
相
談
（
託

児
有
り
。
詳
し

く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）
仙台西多賀病院診療
研修棟（太白区鈎取本
町2-11-11）

75人
〔先着〕

2/28㈬
13:00～
15:35

世
界
希
少
・
難

治
性
疾
患
の
日

（
R
D
D
）の
催

し
「
ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
を
考
え
る
」
シルバー
センター

40人
〔先着〕

日
時

内
容
等

会
場

対
象

①2/18㈰
13:00～
15:00
軽
運
動
教
室

福祉プラザ

市内にお住まいの
視覚に障害のある方
各20人〔抽選〕

②3/11㈰
13:00～
15:30
簡
単
料
理
教
室

（
費
用

‖

500
円
）

申・問エル・ソーラ仙台☎268･8302

※いずれも●会場 ‖ エル・ソーラ仙台　●託児有
り（６カ月～小学１年生。①無料②～④子ども１人
300円。いずれも要申し込み）　申２月６日9:00から
電話で（託児は①２月15日②２月22日③３月１日④
３月８日までに）。④はホームページhttp://www.
sendai-l.jp/からも申し込めます

男女共同参画推進センターの催し
①離婚に悩む女性のためのミニセミナー
●日時 ‖２月23日㈮10:30～11:30　●内容 ‖離婚成
立までの流れ、財産分与や親権などについて　●対象

‖離婚に悩む当事者の女性15人〔先着〕
②DVに悩む女性のためのパープル・カフェ
●日時 ‖３月３日㈯10:30～12:00　●内容 ‖DV（配
偶者や恋人からの暴力）被害からの回復に向けた語り
合いの場　●対象 ‖DV被害経験のある女性10人〔先着〕
③DVを知る基礎講座―被害から回復するために
●日時 ‖３月９日㈮10:30～11:30　●対象 ‖ 女性

（家族や支援者も可）15人〔先着〕
④こころ・からだカフェ「性暴力」
●日時 ‖３月17日㈯13:30～16:00　●内容 ‖助産師
による講話と心身の調子を整えるヨガ体操　●対象 ‖

女性16人〔先着〕

●会場∥⑩泉社会福祉センター　●費用∥各1,200円　●
持ち物∥⑨花ばさみ・持ち帰り用の袋⑩エプロン、三角巾
申往復はがきに催し名、住所、氏名（フリガナ）、電話番号、
年齢を記入して施設へ郵送。Ｅメールも可

■泉中央老人福祉センター（〒981-3131泉区七北田字菅
間38☎・FAX373･1285、Eメールizuminoie@utopia.o
cn.ne.jp

催し名 日時 定員 受付
⑨フラワーアレンジ 2/27㈫ 10:00～12:00 各

20人
〔抽選〕

2/10
（必着）⑩うどん打ち体験 3/7㈬ 9:00～14:00

老人福祉センターの催し
市内にお住まいの60歳以上の方が対象です

申電話または直接施設へ

■亀岡老人福祉センター☎・FAX225･2811
催し名 日時 定員 受付

①管理栄養士による介
護予防栄養教室 2/10㈯ 13:00～15:00 15人

〔先着〕
2/6
9:00～

●会場∥旭ケ丘市民センター　申電話で

■台原老人福祉センター☎233･3901、FAX233･4248
催し名 日時 定員 受付

②健康セミナー「薬と
健康について」 2/16㈮ 13:30～15:30 35人

〔先着〕
2/6
9:00～

■小鶴老人福祉センター☎・FAX236･4171

●持ち物∥飲み物・タオル。動きやすい服装で　申電話ま
たは直接施設へ

催し名等 日時 定員 受付
③飛天の舞　花

か
架
か
拳
けん

（中国伝統武術の健身
法）で健康に

2/28㈬ 13:30～15:00 20人
〔先着〕

2/7
9:30～

■高砂老人福祉センター☎259･7860、FAX259･7882

●持ち物∥⑤筆記用具　申④電話または直接施設へ

催し名 日時 定員 受付

④高砂介護予防カフェ 2/16㈮ 10:00～12:00 25人
〔先着〕

2/6
9:30～

⑤健康講話「認知症予
防について」 2/23㈮ 13:30～14:30 30人

〔先着〕
直接
会場へ

■大野田老人福祉センター（〒982-0014太白区大野田5-
23-5☎・FAX247･1005）

●費用∥⑥500円　申⑥往復はがきに催し名、住所、氏名
（フリガナ）、電話番号、年齢を記入して施設へ郵送

催し名 日時 定員 受付

⑥料理教室 2/20㈫
10:00～12:30

10人
〔抽選〕

2/10
（必着）

⑦趣味の教室・愛好
会　発表会 3/1㈭・2㈮ ― 直接

会場へ

■郡山老人福祉センター☎308･5332、FAX308･5334
催し名等 日時 定員 受付

⑧わいわい演芸まつ
り（センター利用団
体の発表会）

3/7㈬ 10:00～15:00 50人
〔先着〕

直接
会場へ
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■泉ケ岳でスノーシューハイキング―初級編
●日時

‖

３月４日㈰9:00～14:00　●内容

‖

雪山ハイキン
グ、安全研修など　●対象

‖

20歳以上の方10人〔抽選〕
●費用

‖

1,000円（保険代等）　申往復はがき（１通につき
２人まで）に参加者全員の申込時の必要事項と年齢、性別、
交通手段を記入して２月15日（必着）までに

オーエンス泉岳自然ふれあい館 〒981-3225泉区福岡字岳山9-8
☎379･2151、FAX379･2152

野草園 〒982-0843太白区茂ケ崎2-1-1
☎222･2324、FAX222･9155

■草木染め資料展
●期間

‖

２月３日㈯～28日㈬　
■冬季特別開園
　冬季休園中の園内を特別に開放します。
●日時

‖

２月10日㈯9:00～16:00　●当日は入園無料
■冬の野草園自然観察会
●日時

‖

２月10日㈯10:00～11:30　●定員

‖

20人〔先着〕
●暖かい服装で　申２月６日9:00から電話で
■野草園植物講話
●日時

‖

２月10日㈯10:40～12:00　●内容

‖

本市の「百
年の杜づくり」の取り組みについての講話
■草木染め体験会 ｢どんぐり山の染め工房｣
●日時

‖

２月16日㈮・17日㈯10:00～12:00　●内容

‖

植
物染料でストールを染めます　●定員

‖

各10人〔先着〕　
●費用

‖

各1,680円　●持ち物

‖

炊事用手袋・エプロン　
申２月６日9:00から電話で

水の森公園キャンプ場 〒981-3121泉区上谷刈字堤下8
☎773･0496、FAX773･0559

■森の学習室 ｢樹木の冬芽の観察会｣
●日時‖２月17日㈯8:00～10:00　●定員‖20人〔先着〕
●動きやすい服装と靴で　申２月６日9:00から電話で（特
活）みどり十字軍☎090･8257･9245　問仙台市公園緑地
協会☎293･3583

セルコホーム　ズーパラダイス
八木山（八木山動物公園）

〒982-0801太白区八木山本町1-43
☎229･0122、FAX229･3159

■どうぶつたくさんおはなしかい
●日時‖２月10日㈯13:00～13:30　●会場‖ビジターセ
ンター　●内容‖「八木山おはなしやま」の皆さんによる
動物の絵本の読み聞かせや紙芝居の上演
■楽天イーグルス　ふれあいZ

ズ ー
OOパーク

●日時

‖

２月25日㈰9:00～16:00　●会場‖ビジターセ
ンターほか　●内容‖クラッチーナの折り紙教室、ストラ
ックアウトなどの体を使って楽しめる催し、東北ゴールデ
ンエンジェルスのチアパフォーマンスなど
■うらがわたんけんたい
●日時

‖

３月11日㈰・18日㈰13:30～14:00　●内容‖ア
フリカゾウ舎の裏側見学と飼育員によるお話　●定員

‖

各
30人〔抽選〕　申はがきに参加者全員の申込時の必要事項
を記入して２月17日（必着）までに

お出かけ情報 ●催しは、2月６日からの内容を掲載しています
●料金の記載の無いものは無料（入館料が必要な施設あり）
●申し込み方法の記載の無い催しは直接会場へ施設からのお知らせ

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX
※往復はがきの場合は返信先も記入

お出かけ情報
施設からのお知らせ

スリーエム仙台市科学館 〒981-0903青葉区台原森林公園4-1
☎276･2201、FAX276･2204

①小企画展「県の石」展―日本の石・鉱物・化石
●期間

‖

２月14日㈬～４月15日㈰
②ロボット教室―工作とプログラミング中級
●日時‖３月４日㈰10:00～15:00　●内容‖ロボット梵

ぼん

天
てん
丸
まる
の拡張製作とプログラミング　●対象‖小学４年生以

上の梵天丸製作経験者10人〔抽選〕　●費用‖1,000円
③大人の科学教室「凧

たこ
を作ってあげる」

●日時

‖

３月18日㈰10:00～12:00　●対象

‖

中学生以上
20人〔抽選〕

②③の申往復はがきに申込時の必要事項を記入して②２
月16日③３月２日（いずれも必着）までに

青葉の森緑地 〒980-0845青葉区荒巻字青葉260
☎263･2101、FAX263･2102

■森でアート「冬の森のたからさがし」
●日時

‖

２月24日㈯10:00～14:00　●内容

‖

冬の自然現
象や木の実などを探しながら森を散策し、拾った素材で作
品を作ります　●対象

‖

小学生と保護者15人〔先着〕　●
持ち物

‖

昼食・飲み物・雨具・防寒具。歩きやすい服装と
靴で　申２月６日9:00から電話で
■大人の森あるき
●日時

‖

３月４日㈰9:00～12:00　●対象

‖

高校生以上
15人〔先着〕　●持ち物

‖

飲み物・雨具・防寒具。歩きや
すい服装と靴で　申２月８日9:00から電話で

七北田公園都市緑化ホール 〒981-3131泉区七北田字赤生津4
☎375･9911、FAX375･9912

■クリスマスローズ展
●期間

‖

３月１日㈭～11日㈰
■市民園芸講座

申２月６日9:00から電話で

日時 内容等 定員

2/17㈯ 10:00～
11:30

クロチクの立ち雛
びな
づくり（費用 ‖200円） 20人〔先着〕

2/18㈰ ガーデンビギナーズ「鉢植えクレマチス
の植替え」

20人
〔先着〕

2/25㈰ 10:00～
12:00

自然クラフト教室「ミニ炭俵づくり」（費
用 ‖100円）

10人
〔先着〕

3/2㈮ ガーデンビギナーズ「ブルーベリーの鉢
栽培」

30人
〔先着〕

3/3㈯ 10:00～
11:30

ハーブの魅力 ｢種まき（カモミール、ラ
ベンダーほか）｣

20人
〔先着〕

●期間中は、温泉街を巡るスタンプラリーも実施します。
詳しくはお問い合わせください
■秋保の民話語り
●日時‖２月11日㈷・25日㈰10:30～11:30
■日曜手づくり教室

■手づくりおひな様展
●日時‖２月10日㈯～３月21日㈷9:00～17:00（最終日は
15:00まで）
■おひな様展関連イベント

秋保・里センター 〒982-0241太白区秋保町湯元字寺田原40-7
☎304･9151、FAX304･9152

日時 催し名等

期間中の
毎週土曜日

10:00～12:00、
13:00～15:00 おりがみ体験会

11:00～11:30、
14:00～14:30

ひな祭りミュージックライブ（ラ
イブ後に甘酒の振る舞い有り）

3/4㈰ 10:00～15:00 秋保の里　弥生茶会（費用 ‖100
円。菓子が無くなり次第終了）　

申２月６日9:00から電話で

日時 内容 定員 費用

2/11

10:30～
12:00、
13:30～
15:00　

ステンドグラスでエンジェルハ
ートの小物入れをつくろう

各
10人
〔先着〕

各
2,500円

2/18 パールやスワロフスキーを使っ
て春らしいブローチをつくろう 各

1,500円2/25 シルエットアートでつくるおひ
な様

3/4 ワイルドフラワーで春の花あそ
び・アレンジメントをつくろう

各
1,800円

仙台文学館 〒981-0902青葉区北根2-7-1
☎271･3020、FAX271･3044

■新春ロビー展「100万人の年賀状展」
●期間‖２月12日（振休）まで　●内容

‖

皆さんから寄せ
られた年賀状の紹介
■企画展「井上ひさしの国語教室　井上ひさし資料特集展」
●期間‖４月８日㈰まで　●観覧料‖一般570円、高校生
230円、小・中学生110円
■「井上ひさしの国語教室」学芸員による展示解説
●日時‖２月17日㈯13:30～　●企画展観覧券が必要
■小池光

ひかる
短歌講座

●日時

‖

３月３日㈯13:30～15:40　●定員

‖

90人〔抽選〕
●費用

‖

1,000円　申往復はがきに申込時の必要事項を記
入して２月10日（必着）までに
■ライブ文学館「加

か
賀
が

美
み

幸
さち

子
こ

の『源氏物語』」
●日時‖３月14日㈬14:00～　●会場‖仙台銀行ホール　
イズミティ21　●内容‖笙

しょう
の演奏や、アナウンサー・加

賀美幸子による朗読など　●入場料（全席指定・前売り）
‖2,800円　●チケットは仙台文学館、日立システムズホ
ール仙台などで販売中　●未就学児は入場できません

シ
ニ
ア
の
た
め
の
ス
マ
ホ
講
習

会
「
ス
マ
ホ
サ
ロ
ン
＠
（
ア
ッ

ト
）
仙
台
」

◦
会
場‖

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー　
◦

費
用‖

3
千
円　
申
電
話
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
申
込
時
の
必

要
事
項
と
年
齢
を
記
入
）
で
２
月
13

日
ま
で
に
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
☎

215
・
3
1
7
0
、
℻
215
・
４
１
４
０
、

E
メ
ー
ルkouryu@

sendai-hw
.o

r.jpせ
ん
だ
い
豊
齢
学
園
・
東
北
文

化
学
園
大
学
連
携
市
民
講
座

「
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
暮

ら
す
た
め
の
講
座
」

 

◦
会
場‖

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー　
◦

費
用‖

１
０
０
０
円　
申
２
月
６
日

日
時

内
容

対
象

3/1㈭・2㈮
（全２回）
10:00～15:00
電話・カメラ・SNS
など、スマートフォ
ンの基本操作を学
びます

市
内
に
お
住
ま
い

か
お
勤
め
の
60
歳

以
上
の
方
で
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
未
経

験
者
で
、
連
続
の
ス

マ
ホ
講
座
を
受
講

し
た
こ
と
の
無
い

方
20
人
〔
抽
選
〕

午
前
９
時
か
ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
申
込
時
の
必
要
事

項
と
年
齢
を
記
入
）
で
せ
ん
だ
い
豊

齢
学
園
事
務
局
（
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ

ー
内
）
☎
215
･
３
１
２
９
、
℻
215
･

4
1
4
0
、Ｅ
メ
ー
ルikigai@

sen
dai-hw

.or.jp

遊
湯
う
倶
楽
部
（
ゆ
う
ゆ
う
く

ら
ぶ
）

◦
内
容‖

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
介
護
予

防
運
動
等
の
イ
ベ
ン
ト
、
入
浴
、
昼

食
（
③
は
持
参
ま
た
は
予
約
弁
当
）

等　
◦
対
象‖

65
歳
以
上
で
介
護
保

険
の
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受

け
て
い
な
い
方
①
②
④
各
30
人
③
10

人
〔
い
ず
れ
も
抽
選
〕　
◦
①
②
④

は
J
R
仙
台
駅
東
口
か
ら
無
料
送
迎

有
り
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い　
申
は
が
き
に
参
加
者
全
員

の
申
込
時
の
必
要
事
項
と
①
②
④
は

送
迎
希
望
の
有
無
、
③
は
予
約
弁
当

の
有
無
を
記
入
し
て
①
２
月
13
日
②

日
時

（
全
２
日
）

講
座
名
／
講
師

対
象

3/7㈬
10:30～
12:00

地
域
で
い
き
い
き
暮
ら

す
た
め
に
／
東
北
文
化

学
園
大
学
教
授
・
作
山

美
智
子
氏

市内にお住まいかお勤めの
50歳以上の方50人〔先着〕

13:00～
14:30

年
を
重
ね
な
が
ら
楽
し

く
暮
ら
す
た
め
に
／
東

北
文
化
学
園
大
学
講

師
・
宮
下
真
子
氏

3/14㈬
10:30～
12:00

人
生
を
楽
し
み
な
が
ら

い
き
い
き
暮
ら
す
た
め

に
／
東
北
文
化
学
園
大

学
講
師
・
荒
木
と
も
子

氏
、
助
教
・
日
下
由
利

子
氏

日
時

会
場

費
用

①
2/22㈭

10:00～
15:00

ホ
テ
ル
華
乃
湯

（
太
白
区
秋
保
町

湯
元
字
除
33│

１
）

各2,500円
（昼食代・
会場使用料）

②
3/2㈮

茂
庭
荘

（
太
白
区
茂
庭
字

人
来
田
西
143│

３
）

③
3/7㈬
10:00～
14:00
鶴
の
湯

（
太
白
区
長
町
４

│

３│

24
）

200円
（予約弁当代
別途800円）

④
3/19㈪
10:00～
15:00

Lラａ
楽ラ

リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
・
グ
リ
ー

ン
グ
リ
ー
ン

（
青
葉
区
作
並
字

二
橋
5│

12
）

2,500円
（昼食代・
会場使用料）

２
月
22
日
③
２
月
27
日
④
３
月
９
日

（
い
ず
れ
も
必
着
）
ま
で
に
健
生
㈱

（
〒
981│

3107
泉
区
本
田
町
８│

12
）　

問
健
生
㈱
☎
771
・
０
８
５
１
、
高
齢

企
画
課
☎
214
・
8
1
6
7

福
祉
用
具
の
使
い
方
・
選
び
方

相
談
会

◦
日
時‖

２
月
14
日
・
28
日
、
３
月

14
日
・
28
日
各
水
曜
日
午
前
９
時
～

正
午　
◦
会
場‖

障
害
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー　
◦
対
象‖

身
体
に
障
害

の
あ
る
方
、
高
齢
の
方
な
ど
で
、
福

祉
用
具
の
導
入
や
住
宅
改
修
を
検
討

し
て
い
る
方
各
５
人
〔
先
着
〕　
申

２
月
６
日
午
前
９
時
か
ら
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
（
申
込
時
の
必
要
事
項

と
参
加
希
望
日
を
記
入
）
で
障
害
者

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
771
・
６
５
１

１
、
℻
371
・
７
３
１
３

ア
ル
コ
ー
ル
家
族
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ◦
日
時‖

２
月
８
日
・
15
日
・
22
日

各
木
曜
日
午
後
２
時
～
３
時
半　
◦

内
容‖
ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て
の
悩

み
を
参
加
者
同
士
で
話
し
合
い
ま
す

◦
対
象‖

ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題
で
悩

ん
で
い
る
家
族　
◦
初
め
て
参
加
す

る
方
の
み
申
し
込
み
が
必
要　
◦
会

場
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い　
申
・
問
精
神
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
☎
265
・
２
１
９
１
、
お

住
ま
い
の
区
の
障
害
高
齢
課
、
総
合

支
所
保
健
福
祉
課
（
☎
は
10
ペ
ー

ジ
）

グリーンハウス勾当台 〒980-0803青葉区国分町3-1-1
☎264･3924、FAX264･3934

■緑のクラフト「木の実で飾るフォトフレーム」
●日時

‖

２月10日㈯10:00～11:00、13:00～14:00　●定
員

‖

各10人〔先着〕　●費用

‖

各150円　申２月６日9:00
から電話で
■「鉢植えバラの剪

せん
定
てい

と植
うえ

替
か

え」（実演）
●日時

‖

２月15日㈭10:00～12:00　●内容

‖

実際の作業
の実演と解説　●定員

‖

10人〔先着〕　●鉢の待ち込みは
できません　申２月６日9:00から電話で
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２
月
の
お
知
ら
せ

２
月
の
お
知
ら
せ

仙台市政だより　30.２. 1 仙台市政だより　30.２. 1

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入

スポーツ情報
◆スポーツ教室

※教室の参加について健康
上の不安がある方は、事前
に各施設にご相談ください

◆七北田公園体育館の催し

お知らせの見方は10ページ参照。ファクス番号が未掲載の場合は、広報課FAX211・1921へお問い合わせください

対象年齢　４歳児：平成24年４月２日～平成25年４月１日生まれ
５歳児：平成23年４月２日～平成24年４月１日生まれ

　各施設の催しについては、仙台市スポーツ振興事業団ホ
ームページhttp://www.spf-sendai.jp/もご覧ください。

④元気フィールド仙台☎231･1221　⑤泉海洋センター☎
373･9561　⑥根白石温水プール☎376･5124　⑦泉総合
運動場☎372･1019　⑧若林体育館☎236･0011　

●持ち物‖①バスタオル・飲み物。動きやすい服装で②ラケ
ット・シューズ・飲み物。動きやすい服装で　申電話で七北
田公園体育館☎375･9914

教室名（対象） 日時 定員 費用 受付

①ベビーマッサージ
教室

（乳児と保護者）
2/20 10:00～

11:00
17組
〔先着〕

1組
500
円

2/13
10:00～

②親子バドミントン
教室

（小学生と保護者）
3/3 13:30～

16:00
16組
〔先着〕

１組
1,000
円

2/20
10:00～

申④⑥⑦⑧電話または直接窓口へ⑤電話で

申電話でスポパーク松森☎375･5550

◆スポパーク松森の催し
教室名（対象） 日時 定員 費用 受付

クロールを泳げ
るようになろう
（小学生）

2/24～3/18
の毎週
土・日曜日
（８回）

土曜日
14:30～16:00
日曜日

13:00～14:30

20人
〔先着〕

2,570
円

2/6
9:00
～

●①は４月～平成31年３月の通年制。開始日は４月６日～
12日の該当する曜日　申往復はがきに申込時の必要事項を
記入して施設へ郵送。①③はホームページhttp://www.tm-
sendai.com/からも申し込めます

①葛岡温水プール☎277･8598（〒989-3121青葉区郷六
字葛岡57-1）　②水の森温水プール☎277･2713（〒981-0
962青葉区水の森4-1-1）　③鶴ケ谷温水プール☎252･118
6（〒983-0824宮城野区鶴ケ谷8-19-1）
施
設教室名（対象） 日時 定員 費用 受付

①

【通年制】
幼児水泳

（４歳以上の
未就学児）

ア
㈪～㈮の
いずれか
イウ
土曜日

ア15:30～
16:30

イ10:00～
11:00

ウ14:00～
15:00

各
25人
〔抽選〕

各
970円～
4,850
円／月

（月回数に
より変動）

2/28
（必着）

【通年制】
小学生水泳Ａ
（小学生）

ア
㈪～㈮の
いずれか
イウエ
土曜日

ア16:30～
17:30
イ9:00～
10:00

ウ12:00～
13:00

エ15:30～
16:30

各
50人
〔抽選〕

【通年制】
小学生水泳Ｂ
（小学生）

ア
㈪～㈮の
いずれか
イウ
土曜日

ア17:30～
18:30

イ13:00～
14:00

ウ16:30～
17:30

②

小学生水泳Ａ
（小学生）

ア4/6～27
イウ4/7～28
（各４回）
エ4/9～23
オ4/10～24
カ4/11～25
キ4/12～26
（各３回）

アエ～カ
16:30～
17:30
イ9:00～
10:00

ウ15:00～
16:00

各
40人
〔抽選〕

ア～ウ
各3,880
円

エ～キ
各2,910
円

2/24
（必着）

水中
エクササイズ
（一般）

ア4/6～27
（４回）
イ4/12～26
（３回）

18:45～
19:45

各
10人
〔抽選〕

ア3,880
円

イ2,910
円

⑨中田温水プール☎306･5971　⑩仙台環境開発スポーツ
パーク宮城広瀬☎392･5340　⑪今泉運動場☎289･4235
⑫出花体育館☎786･3446　⑬カメイアリーナ仙台☎244･
1111　⑭弘進ゴム　アスリートパーク仙台（仙台市陸上競
技場）☎256･2488

申費用を添えて直接施設へ

施
設教室名（対象） 日時 定員 費用 受付

⑨
春のこども
短期水泳教室
（４歳～12歳）

ア3/25～27
イ3/29～31
（各３回）

9:00～
10:00

各
50人
〔先着〕

各
3,240
円

2/11
ア11:00～
イ13:00～

⑩

バドミントン
（一般）

3/6～20
（３回）

10:30～
12:00

各
10人
〔先着〕

1,970
円

2/6
9:00～

健康
ボール体操
（一般）

3/7・14
（２回）

11:00～
12:00 各

1,010
円

ソフトヨガ
（一般）

3/7・14
（２回）

14:30～
15:30

⑪
春休み短期
水泳教室

（５歳～小学生）
3/28～30
（３回）

13:30～
14:30

35人
〔先着〕

3,240
円

2/12
13:00～

⑫
アンチ
エイジング
プログラム
（一般）

2/6～27
毎週火曜日

10:00～
11:30 ― 各

500円
当日開始
30分前～

⑬
週いち！
アクア
（一般）

2/19・
26、3/5

ア
10:10～
11:00
イ

11:10～
12:00

― 各
700円

当日
ア10:00～
10:10
イ10:50～
11:00

⑭
シニア健康
エクササイズ
（60歳以上）

2/7～28
毎週水曜日

ア9:30～
10:30
イ11:00
～12:00

各
25人
〔先着〕

各
300円

直接
会場へ

施
設 教室名（対象） 日時 定員 費用 受付

④

流水健康教室
（一般）

2/21～3/14
（４回）

14:00～
15:00

10人
〔先着〕

6,000
円

2/7
9:00～

ダイエットセミナー
（一般） 3/9 19:00～

20:30
30人
〔先着〕

1,000
円

2/9
10:00
～

⑤
小学生バドミントン

短期教室
（小学生）

3/3～24
（４回）

9:30～
11:30

30人
〔先着〕

3,000
円

2/8
10:00
～

⑥
ヨガ
（一般）

3/2～23
（４回）

14:10～
15:00 各

10人
〔先着〕

3,780
円 2/6

10:00
～ピラティス

（一般）
3/8～22
（３回）

14:30～
15:20

2,840
円

⑦
赤ちゃんヨガ＆
マッサージ

（生後２カ月～就園前
の乳幼児と保護者）

ア3/5
イ3/19

10:30～
11:20

各
16組
〔先着〕

各
１組
1,000
円

ア
2/19
イ3/5
10:00
～

⑧

親子ですぽーつ塾
（４・５歳児と保護者）

3/10

9:30～
10:30

10組
〔先着〕

１組
700
円 2/21

14:00
～特別版すぽーつ塾

（小学１・２年生）
10:45～
11:45

10人
〔先着〕

700
円

施
設教室名（対象） 日時 定員 費用 受付

③ 小学生水泳Ａ
（小学生）

ア4/9～23
イ4/10～24
ウ4/11～25
エ4/12～26
（各３回）
オ4/6～27
カキ4/7～28
（各４回）

ア～オ
16:30～
17:30
カ10:00～
11:00
キ14:00～
15:00

各
40人
〔抽選〕

ア～エ
各
2,910
円
オ～キ
各
3,880
円

3/7
（必着）

◆弘進ゴム　アスリートパーク仙台の催し

申往復はがきに申込時の必要事項と性別、生年月日、②は
5000メートル走の目標タイムも記入して弘進ゴム　アスリ
ートパーク仙台☎256･2488（〒983-0045宮城野区宮城野
2-11-6）へ郵送。ホームページhttp://www.spf-sendai.jp/
shiriku/からも申し込めます

催し名（対象） 日時 定員 費用 受付
①陸上競技
指導者講習会
（一般）

3/3 9:00～
12:00

50人
〔抽選〕 500円

2/16
（必着）

②タイム
トライアル

5000メートル走
（高校生以上）

3/24 9:00～
12:00

100人
〔抽選〕

1,000
円

3/9
（必着）
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お出かけ情報 ●催しは、2月６日からの内容を掲載しています
●料金の記載の無いものは無料（入館料が必要な施設あり）
●申し込み方法の記載の無い催しは直接会場へ施設からのお知らせ

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX
※往復はがきの場合は返信先も記入

お出かけ情報
施設からのお知らせ

仙台市政だより　30.２. 1

市民センターの

※市民センターの休館日は、
月曜日、祝休日の翌日

（土・日曜日、祝休日を除く）

◎はがき等による申し込みは「講座名、住所、氏名（親子、家族参加の場合は全
　員分）、年齢（小・中学生は学校名、学年）、電話番号、ファクス番号｣を記入

※市政だよりに掲載している講座のほかにも、市民センターではさまざまな講座・
　催しを企画しています。各市民センターでお配りしている市民センター事業ガイ
　ドや、ホームページ（http://www.sendai-shimincenter.jp/）をご覧ください

連続で開催される講座

センター名 講座名 内容 対象・定員 日時等 費用 申込方法

生涯学習支援センター
☎295･0403、FAX295･0810
〒983-0852 宮城野区榴岡4-1-8

トライ！　情報発信
新聞記者に学ぶー伝わ
る文章を書こう

取材方法と文章の書き
方を学び地域情報発信
の楽しさを発見します

パソコンでの
データ送受信
が可能な方
10人〔抽選〕

2/27、3/6・13 各火曜日
14:00～16:00 無料

2/15（必着）ま
でにはがき、フ
ァクスまたは
電話で

青
葉
区

柏木市民センター
☎233･8066、FAX233･8484
〒981-0933 柏木3-3-1

市民企画講座「あつま
れ！　柏木茶房2018」

ロビーを会場に展示や
音楽を楽しみながら交
流します

どなたでも・
50人〔先着〕 2/11㈷ 11:00～14:00 無料 不要

直接会場へ

宮
城
野
区

宮城野区中央市民センター
☎791･7015、FAX295･2337
〒983-0842 五輪2-12-70

四季コンサート・春
弦楽とピアノのアンサ
ンブルによる「街かど
コンサート」

どなたでも・
80人〔先着〕 3/9㈮ 12:00～12:40 無料 不要

直接会場へ

若
林
区

沖野市民センター
☎282･4571、FAX285･4681
〒984-0831 沖野7-34-43

ホットタイムコンサー
ト

吹奏楽による軽音楽、
映画音楽をお楽しみく
ださい

どなたでも・
50人〔先着〕 3/4㈰ 14:00～15:00 無料 不要

直接会場へ

泉
区

根白石市民センター
☎379･2108、FAX376･5769
〒981-3221 根白石字杉下前
24

かむりの里コンサート
アンデス音楽とコンボ
バンドのポップスをお
楽しみください

どなたでも・
300人〔先着〕 3/3㈯ 14:00～15:30 無料 不要

直接会場へ

黒松市民センター
☎234･5346、FAX219･2038
〒981-8006 黒松1-33-40

黒松寿大学公開講座―
熱き心のハーモニー

男声合唱団いずみオッ
チェンコールによる閉
講式記念コンサート

どなたでも 2/15㈭ 10:30～11:30 無料 不要
直接会場へ

縄文の森広場 〒982-0815太白区山田上ノ台町10-1
☎307･5665、FAX743･6771

■縄文講座「有明海に沈んだまぼろしの縄文文化―佐賀県
東名遺跡の調査」
●日時

‖

２月18日㈰13:30～15:00　●定員

‖

100人〔先
着〕　●講師

‖

佐賀市教育委員会文化振興課・西田巌
いわお
氏

■週末体験講座「縄文人の道具箱―シカの骨」
●日時

‖

３月10日㈯10:00～14:00　●内容

‖

シカの足骨
を使って縄文人の道具（骨

こっ
器
き
）を作ります　●対象

‖

小学
４年生以上10人〔抽選〕。小学生は保護者同伴　申往復はが
き、ファクスまたはＥメール（j-hiroba@cap.ocn.ne.jp）
に参加者全員の申込時の必要事項と学生は学年も記入して
２月24日（必着）までに
■縄文の森ボランティア募集
●活動期間

‖

７月～平成31年３月（更新可）　●活動内容‖

来館者への展示案内や体験活動の補助、職員と共同での
イベント運営など　●対象

‖

18歳以上で４月～６月に開
催する育成講座（初回は４月8日㈰、以降月２回程度日曜
日に開催。全５回）に参加でき、７月よりボランティアと
して活動できる方20人〔選考〕　●ボランティア年会費‖

1,000円　申往復はがき、ファクスまたはEメール（件名
に「ボランティア育成講座受講希望」と記入）に申込時の
必要事項と志望動機を記入して３月24日（必着）までに

地底の森ミュージアム 〒982-0012太白区長町南4-3-1
☎246･9153、FAX246･9158

①「ミュージアムフォトコンテスト―氷河期の森・縄文の
森の風景2017」作品展
●期間

‖

３月11日㈰まで　●２月12日（振休）までの来館
者の投票により入賞作品を決定し、３月４日㈰11:00～
12:00に入賞者の表彰を行います
②企画展「もりの風景2017」
●期間

‖

３月11日㈰まで　
③SMMAクロスイベント「きみも富沢博士！―“かせき”
ってなあに？」
●日時

‖
２月17日㈯13:00～15:00　●内容

‖

本物の化石
に触れながら、化石について学びます　●対象

‖

小学３年
生以上の子どもと保護者15組〔抽選〕
④地底の森ミュージアムボランティア募集
●活動期間

‖

４月～平成31年３月（更新可）　●活動内容‖

館内の展示解説、イベントや講座の補助など　●対象

‖

18歳以上で、４月７日㈯開催のオリエンテーションおよび
7月までの土曜日に開催する養成講座（全６回）に参加で
きる方15人〔選考〕
⑤市民文化財研究員募集
●活動期間

‖

４月～平成31年３月　●活動内容

‖

週１回
程度（水曜日10:00～12:00）、研修室での講義や史跡見学
などを通して考古学や遺跡について学び、レポートを作成
します　●対象

‖

18歳以上で、４月11日㈬開催の説明会に
参加できる方10人〔選考〕

※③④⑤の申往復はがき、ファクスまたはＥメール
（t-forest@coral.ocn.ne.jp）に申込時の必要事項と③は
参加者の氏名と子どもの学年、④は志望動機、⑤は学習
したいテーマも記入して③２月10日④⑤３月18日（いず
れも必着）までに

■動物のフィールドサインを探そう　
●日時

‖

２月17日㈯10:00～11:30　●内容

‖

森の中に残
された足跡や食

しょく
痕
こん
から、自然観察の森にどんな生き物がい

るのかを探します　●定員

‖

20人〔先着〕　申２月６日
9:00から電話で
■森のクラフト「木の実で作る、ひな飾り」
●日時

‖

２月24日㈯10:00～15:30（受け付けは随時）　●
内容

‖

準備された材料を使用したクラフトの作成（材料が
無くなり次第終了）　
■ガイドウオーク「館長と森を歩こう」
●日時

‖

２月25日㈰10:00～11:30　●内容

‖

自然観察の
森を館長が案内します　●持ち物

‖

観察用具（双眼鏡の無
料貸し出し有り）。暖かく歩きやすい服装で
■レンジャーと歩くガイドウオーク「森とけものたち」
●日時

‖

毎週日曜日10:00～11:30　●内容

‖

レンジャー
の解説を聞きながら園内を歩きます　●持ち物

‖

観察用具
（双眼鏡の無料貸し出し有り）。暖かく歩きやすい服装で

太白山自然観察の森 〒982-0251太白区茂庭字生出森東36-63
☎244･6115、FAX244･6133

秋保ビジターセンター 〒982-0244太白区秋保町馬場字本小屋16-1
☎・FAX399･2324

■雪と遊ぼう
●日時

‖

２月17日㈯10:00～14:00　●対象

‖

４歳以上の
子どもと保護者30人〔先着〕　●費用

‖

１人500円　申２月
８日10:00から電話で

■秋保大滝植物園で雪あそび
●日時‖２月17日㈯9:30～15:00　●内容

‖

そりすべり、
クロスカントリースキー体験、餅つき体験など　●暖かい
服装で　●秋保雑煮の振る舞い有り（無くなり次第終了）
●当日は入園無料　問野草園☎222・2324

秋保大滝植物園 〒982-0244太白区秋保町馬場大滝５
☎399･2761、FAX797･2645

■特別展「W
ウ イ ン タ ー

inter L
ライフ
ife in Sendai―仙台の冬のくらし」

●期間
‖

４月15日㈰まで
■たんけん資料館（れきみんバックヤードツアー）
●日時

‖
２月12日（振休）11:00～、14:00～　●内容

‖

学芸員と一緒に施設の裏側を探検します
■季節展示「ひな祭り」
●期間

‖

２月24日㈯～４月１日㈰　●内容

‖

明治時代か
ら昭和初めまでに作られ、市内の家庭で飾られていたひな
人形や、堤人形のおひなさま等を紹介します
■展示「六郷・七郷・高砂と周辺地域の人々のくらし」
●期間

‖

３月１日㈭～31日㈯　●内容

‖

六郷・七郷・高
砂地区の震災前の暮らしを、写真等の資料で紹介します
■被災地関連朗読公演
●日時

‖

３月４日㈰11:00～、14:00～　●内容

‖

東日本
大震災の体験記を基にした朗読公演

歴史民俗資料館 〒983-0842宮城野区五輪1-3-7
☎295･3956、FAX257･6401

休館のお知らせ
　３月１日㈭～31日㈯は、設備の修繕等のため全館休
館します。　※２月28日㈬は休館日

■星に願いを音
おと

どけする「チベッタンシンギングボウル」
の調べ
●日時‖２月10日㈯19:00～19:45　●観覧料（全席自由）
‖一般500円、高校生以下200円、未就学児無料　●出演
‖音のれすとらん・ただのなおみ　●チケットは当日9:00
から窓口で販売
■移動天文台―ベガ号で星空ウオッチング（晴天時に実施）
●日時‖①２月９日㈮②２月23日㈮③３月２日㈮19:00～
21:00　●会場

‖

①③榴岡公園②杜の広場公園（ゼビオア
リーナ仙台（太白区あすと長町1-4-10）東隣り）　●実施
の有無については当日お問い合わせください

天文台 〒989-3123青葉区錦ケ丘9-29-32
☎391･1300、FAX391･1301

■プラネタリウム（投映時間は各回約45分）

●観覧料‖一般600円、高校生350円、小・中学生250円
■ナイトプラネタリウム（投映時間は約25～40分）

番組名等 投映日（各土曜日） 開始時刻 観覧料

ユニバース―宇宙へ
（手話・字幕付き） 2/17

19:40

一般500円、
小学生～高校生

200円

星空とともに 2/24 無料（当日9:00か
ら整理券を配布）

投映日
（休館日を除く）

番組／開始時刻
星空の
時間

こどもの
時間 H

ホ ラ イ ズ ン
ORIZON

平日（2/27まで） 14:30、16:00 ― ―

土曜日（2/24まで） 10:00、13:00、
16:00 11:30

14:30、17:40

日曜日（2/25まで）、
2/12 14:30

■大倉・ひな祭り
●日時

‖

２月12日（振休）～３月５日㈪10:00～15:00　
●内容

‖

古民家にひな人形を展示します。３月３日㈯には
手作りの甘酒を振る舞います（無くなり次第終了）
■野鳥の観察と巣箱作り
●日時

‖

３月10日㈯10:00～15:00　●対象

‖

親子15組
〔先着〕　●費用

‖

１組1,500円（昼食付き）　申２月６日
10:00から電話で

大倉ふるさとセンター 〒989-3213青葉区大倉字若林14-2
☎391･2060、FAX391･2064

■企画展「3.11現場の事実×心の真実『結
ゆい

―消防・命のプ
ロが見た東日本大震災』」
●期間

‖

２月６日㈫～４月22日㈰　●内容

‖

若林消防署
職員の手記やインタビュー、救助等に使用された資機材、
震災発生後に非常時体制となった消防の活動記録等の紹介
■企画展関連企画　消防隊員が語る実録「あの時私は…」
●日時

‖

２月16日㈮13:00～15:00　●内容

‖

震災発生時、
若林消防署荒浜航空分署に勤務していた隊員が、震災に関
する体験や思いを語ります　●定員

‖

30人〔先着〕　申２
月６日10:00から電話またはＥメール（office@sendai31
1-memorial.jp）で
■展示「かえりびな」
●期間

‖

２月７日㈬～３月13日㈫　●内容

‖

震災で家族
の元に帰れない方に思いを寄せて作られた「かえりびな」
約260体を紹介　●期間中、創作講座も開催します。詳し
くはお問い合わせください
■展示「七郷防災・安全マップ」「七郷中復興展―１年間の
防災教育の歩み」
●期間

‖

２月17日㈯～３月14日㈬　●内容

‖

七郷中学校
の生徒が作った防災等のポスターや地図の紹介など
■講座「『土地で作られる建築』の素材を集める」
●日時

‖

２月24日㈯13:00～15:00　●会場

‖

震災遺構仙
台市立荒浜小学校　●内容

‖

深沼海岸の漂流物や工事現場
の廃棄建材などの資源の活用法を考え、「素材カタログ」を
作ります　●定員

‖

20人〔先着〕　申２月６日10:00から電
話またはＥメール（office@sendai311-memorial.jp）で

せんだい3.11メモリアル交流館 〒984-0032若林区荒井字沓形85-4
☎390･9022、FAX353･5710
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受付時間 月日 医　　療　　機　　関

2/4
㈰

内科 東二番丁診療所 青葉区一番町1-9-1-3F ☎221･5226

小児科
さかいたけお赤ちゃんこどもクリニック 青葉区木町通1-5-12-2F ☎263･4976

まんてん堂こどもクリニック 宮城野区新田東3-2-7 ☎782･6260

整形外科 三浦整形外科医院 泉区南光台4-13-27 ☎276･2222

2/11
㈷

内科 胃腸科内科北川医院 青葉区中央3-8-20 ☎223･2652

小児科
泉七北田こどもの杜クリニック 泉区七北田字東裏27-2 ☎344･6315

かんのキッズクリニック 若林区大和町2-6-3-2F ☎762･5684

整形外科 大竹整形外科医院 青葉区小松島4-14-10 ☎275･4151

2/12
（振休）

内科 あおば通りかずみクリニック 青葉区大町1-1-5-3F ☎724･7294

小児科
たかやなぎこども医院 若林区上飯田1-21-18 ☎286･8811

師小児科医院 青葉区中央2-10-17-2F ☎222･6247

整形外科 黒沢整形外科医院 若林区新寺2-1-1-2F ☎299･1567

2/18
㈰

内科 長崎医院 青葉区宮町3-7-49 ☎397･9335

小児科
さくやま小児科クリニック 青葉区南吉成4-13-2 ☎279･9161

かやば小児科医院 若林区中倉1-11-3 ☎237･0081

整形外科 志賀整形形成外科 宮城野区小田原1-5-13 ☎295･0288

2/25
㈰

内科 若山医院　内科・循環器内科 青葉区東勝山3-4-5 ☎341･5575

小児科
木町小児科医院 青葉区柏木3-1-43 ☎273･3505

なるみ赤ちゃんこどもクリニック 太白区長町南3-9-28-2F ☎746･8452

整形外科 松田病院 泉区実沢字立田屋敷17-1 ☎378･5666

3/4
㈰

内科 北仙台はせがわクリニック 青葉区昭和町４-3-2F ☎346･0630

小児科
今井小児科 青葉区八幡3-3-10 ☎267･6051

いのうえ小児科クリニック 宮城野区福室2-6-24 ☎254･1101

整形外科 泉整形外科病院 泉区上谷刈字丸山6-1 ☎373･7377

休
日
当
番
医

泉地区休日診療所（内科・
小児科）
泉区泉中央2-24-1（仙台
銀行ホール　イズミティ
21北側）
☎373･9197

（9:00～16:00受け付け）

日曜日・
祝休日
9:00～
   16:00※ 

●各診療所の駐車場には
限りがあります。当番医
近隣での迷惑駐車となら
ないようお願いします

●おとな救急電話相談☎＃7119（プッシュ回線以外の固定電話、PHSからは☎706･7119）（平
日19:00～翌8:00、土曜日14:00～翌8:00、日曜日・祝休日8:00～翌8:00）　●宮城県こども夜間
安心コール☎＃8000（プッシュ回線以外の固定電話、PHSからは☎212･9390）（毎日19:00
～翌8:00）　●宮城県休日・夜間診療案内☎・ＦＡＸ216･9960（24時間）　●休日テレホンサービス
☎223･6161（日曜日・祝休日7:00～16:00）　●耳や言葉の不自由な方の緊急ファクス119番 ＦＡＸ
119（局番なし）

電
話
案
内  

●メール配信サービスを行っています。登録方法など詳しくは、市ホームページをご覧ください

広南休日内科小児科診療
所（内科・小児科）
太白区長町5-9-13（高齢
者向け住宅２階）
☎248･5858

（8:30～17:00受け付け）
※広南病院とは別です。
ご注意ください

夜間・
土曜日
午後・ 
日曜日・
祝休日

急患センター      ☎266･6561
若林区舟丁64-12　

【内科】
平　日               19:15～翌7:00
土曜日               14:45～翌7:00
日曜日・祝休日     9:45～12:00
                         13:15～17:00
                        18:00～翌7:00

【外科】
平　日                19:15～23:00
土曜日                14:45～23:00
日曜日・祝休日     9:45～12:00
                         13:15～17:00
                         18:00～23:00

【整形外科・婦人科・眼科・耳鼻
咽喉科】
日曜日・祝休日     9:45～12:00
                         13:15～17:00

      
北部急患診療所           　☎301･6611
青葉区堤町1-1-2（エムズ北仙台2階）

【内科・外科・小児科（内科系疾患のみ）】
※小児科は金・土・日曜日、祝休日のみ
平　日　　　　　　                　19:15～23:00
土曜日                           14:45～23:00
日曜日・祝休日                 9:45～12:00
　　　　　　　               13:15～17:00
                                    18:00～23:00

仙台歯科医師会　在宅訪問・障害者・休日夜間歯科診療所  　      ☎261･7345
青葉区五橋2-12-2（福祉プラザ12階）

【歯科】
土曜日                 19:00～23:00
日曜日・祝休日     10:00～12:00、13:00～16:00、19:00～23:00

仙台市政だより　30.２. 1

※受付時間や
休日当番医は
変更になるこ
とがあります。
電話で確認の
上、受診して
ください

※受診を希望する際は、事前に電話で症状などを詳しくお知らせください

      夜間休日こども急病診療所  ☎247･7035
太白区あすと長町1-1-1（市立病院併設）

【小児科（内科系疾患のみ）】
平　日	 19:15～翌7:00
土曜日	 14:45～翌7:00
日曜日・祝休日	  9:45～12:00
	 13:15～17:00
	 18:00～翌7:00

夜間・休日等に入院治療を要する患者
さんのための当番病院
※救急車による救急搬送患者を優先するため、
お待ちいただく場合があります

平日　　　  　　     18:00～翌8:00
土・日曜日、祝休日
　　　　　　　　　   8:00～翌8:00

毎   日

【内科・外科】仙台オープン病院
宮城野区鶴ケ谷5-22-1　☎252･0100

【内科・外科系】仙台徳洲会病院
泉区七北田字駕籠沢15　☎372･1110

【内科・外科系】東北労災病院
青葉区台原4-3-21　☎275･1111

【内科・外科系】東北医科薬科大学病院
宮城野区福室1-12-1　☎259･1221

火曜日 【外科・整形外科】仙台赤十字病院
太白区八木山本町2-43-3　☎243･1111

水曜日 【外科・整形外科】伊藤病院
青葉区二日町8-8　☎222･8688

金・土・
日曜日

【外科・整形外科】中嶋病院
宮城野区大梶15-27　☎291･5191

2/12
（振休）・

26㈪
【整形外科】東北公済病院
青葉区国分町2-3-11　☎227･2211

2/6㈫ 【整形外科】 J
ジ ェ イ コ ー

CHO仙台病院
青葉区堤町3-16-1
☎275･31112/20㈫【外科】

診療
時間

曜日・
月日
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▶

仙
台
市
政
だ
よ
り

﹇
発
行
﹈
仙
台
市
総
務
局
広
報
課　
☎
022
・
214
・
１
１
５
０　
Ｆ
Ａ
Ｘ
022
・
211
・
１
９
２
１

　
　
　
　som

001020@
city.sendai.jp　

〒
980-

8671
仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
３-

７-

１
再生紙を使用しています　紙へリサイクルできますので、 雑誌として分別してください

平
成
30
年
２
月

秀
宗
誕
生

　
仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
の
長
男
秀
宗
は
、
天

正
19
年（
１
５
９
１
年
）、陸
奥
国
柴
田
郡
の

村
田
城
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
名
を
兵
五
郎
、

母
は
側
室
新し

ん
ぞ
う造
の
方
で
、
政
宗
の
後
継
ぎ
と

し
て
伏
見
の
豊
臣
秀
吉
の
下
で
養
育
さ
れ
猶ゆ

う

子し（
注
）と
な
り
ま
す
が
、
実
質
的
に
は
人
質

だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
慶
長
元
年
（
1
5
9
６
年
）
の
元
服
時
に
、

秀
吉
の
一
字
を
も
ら
っ
て
「
秀
宗
」
と
名
乗

り
ま
す
。
そ
の
後
大
坂
に
移
り
、
秀
吉
の
子

の
秀
頼
の
遊
び
相
手
も
務
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
慶
長
4
年
（
1
5
9
9
年
）、
政

宗
と
正
室
愛め

ご
ひ
め姫
と
の
間
に
嫡
男
虎
菊
丸
（
後

の
忠
宗
）
が
誕
生
し
、
関
ケ
原
の
合
戦
で
勝

利
し
た
徳
川
の
世
と
な
る
と
、
豊
臣
家
と
関

係
の
深
い
秀
宗
の
扱
い
が
伊
達
家
に
と
っ
て

大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
坂
冬
の
陣
が
終
わ
っ
た
慶
長
19
年
（
1

6
1
4
年
）
12
月
、
秀
宗
は
伊
予
国
宇
和
島

10
万
石
を
与
え
ら
れ
て
独
立
。
翌
年
3
月
に

板い
た
じ
ま
ま
る
ぐ
し

島
丸
串
城
（
後
の
宇
和
島
城
）
に
入
城
し
、

仙
台
の「
東
国
の
伊
達
」に
対
す
る「
西
国
の

伊
達
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
政
宗
は
五
十
七

騎
と
称
さ
れ
る
家
臣
を
秀
宗
に
伴
わ
せ
送
り

出
し
ま
し
た
が
、
宇
和
島
藩
の
政
治
に
介
入

す
る
こ
と
が
あ
り
、
政
宗
と
秀
宗
の
間
は
必

ず
し
も
良
好
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
元
和
6
年
（
1
6
2
0
年
）、
政
宗
が
伴

わ
せ
た
老
臣
山や

ん
べ家
清
兵
衛
が
、
政
宗
の
知
る

こ
と
な
く
成
敗
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ

り
ま
し
た
。
激
怒
し
た
政
宗
は
、
幕
府
に
宇

和
島
10
万
石
の
返
上
を
申
し
出
る
と
と
も
に
、

秀
宗
に
3
年
の
絶
縁
を
申
し
渡
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
1
年
ほ
ど
で
絶
縁
を
解
い
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
和
歌
を
通
じ
た

交
流
や
政
宗
か
ら
名
香
「
柴
舟
」
や
茶
器
を

贈
る
な
ど
、
穏
や
か
な
関
係
が
続
き
ま
し
た
。

　
寛
永
13
年（
1
6
3
6
年
）5
月
24
日
、政

宗
は
江
戸
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
ま
す
。
秀
宗

伊
達
政
宗
公

生
誕
　
年

シ
リ
ー
ズ

450

第
十
一
回

宇
和
島
藩
祖
秀
宗

今
に
続
く
関
係

※
注　
親
類
や
他
人
の
子
を
自
分
の
子
と
す
る
こ
と

●
本
稿
で
は
、
学
術
研
究
の
立
場
か
ら
、
歴
史
上
の
人

名
に
敬
称
を
付
し
て
い
ま
せ
ん

▲宇和島城天守閣（愛媛県
宇和島市）。現在の城郭は、
２代宗利が寛文年間（1661
～72年）に修築したもの

仙
台
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
　
荒
井
　
聡

現
在
も
息
づ
く
「
西
国
の
伊
達
」

―
宇
和
島
編

は
、
6
月
23
日
に
仙
台
の
覚
範
寺
で
営
ま
れ

た
政
宗
の
葬
儀
に
参
列
し
た
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
万
治
元
年
（
1
6
5
8
年
）
6
月

6
日
、
秀
宗
も
江
戸
で
亡
く
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
3
5
0
年
余
り
。
宇
和
島
に
は
、

7
代
宗む

ね
紀た
だ

が
造
営
し
た
庭
園
「
天て
ん
し
ゃ
え
ん

赦
園
」
が

今
も
残
り
ま
す
。
こ
の
名
前
は
、
政
宗
が
詠

ん
だ
漢
詩
「
酔す

い
余よ

口こ
う
ご
う号

」
に
由
来
し
ま
す
。

平
成
27
年
に
は
、
宇
和
島
市
で
秀
宗
入
部

4
0
0
年
記
念
の
行
事
が
大
々
的
に
行
わ
れ
、

仙
台
か
ら
訪
れ
た
川
前
（
青
葉
区
芋
沢
）
の

鹿し
し
踊お
ど
り・
剣け
ん
ば
い舞
保
存
会
が
鹿
踊
を
披
露
。
一
方
、

仙
台
市
博
物
館
で
は
特
別
展
「
宇
和
島
伊
達

家
の
名
宝
」を
開
催
し
、「
民
俗
芸
能
の
つ
ど

い
」
を
実
施
。
宇
和
島
市
か
ら
裏
町
一
丁
目

八
ツ
鹿
保
存
会
が
来
仙
し
、
仙
台
か
ら
伝
わ

っ
た
と
さ
れ
る
鹿
踊
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま

た
昨
年
の
仙
台
・
青
葉
ま
つ
り
に
は
、
宇
和

島
伊
達
家
13
代
当
主
の
宗
信
氏
が
時
代
行
列

に
参
加
す
る
な
ど
、
政
宗
と
秀
宗
の
絆
は
、

4
0
0
年
の
時
を
超
え
て
、
今
も
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
息
づ
い
て
い
ま
す
。

▲宇和島地方に350年
余り受け継がれる八ツ
鹿踊り（写真提供：裏町
一丁目八ツ鹿保存会）

青
葉
区
版
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